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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）



ヒロシマの
心を運ぶ路面電車
広島県広島市立千田小学校

世界とつながる教室20
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特集 

Contents

02

04

MARCH 2016 No.30

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency : JICA

鉄道車両にかける情熱の輪を　株式会社総合車両製作所（J-TREC）

MONO語り 搾りたての新鮮な風味をお届け！39
私のなんとかしなきゃ！40

－アジアの列車に揺られて

イチオシ！37

地球ギャラリー

巡り合わせの旅
30

本・映画・イベント

PLAYERS18

Voice

眞鍋 かをり　タレント

JICA UPDATE25

JICA Volunteer Story22

白川 淳　トラベルライター・鉄道史研究家

28

田中 賢子　JICA社会基盤・平和構築部　運輸交通・情報通信グループ 第二チーム
杉原 千鶴　青年海外協力隊／バヌアツ／土木

JICA STAFF24

鉄道物語
走り続ける、日印鉄道協力　インド
円滑な運営を自分たちの手で　ベトナム
大地に根付く技術と絆　ミャンマー
世界で活躍！ 日本の列車

花嫁が待っているから　ラオス

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

26
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日本と世界の鉄道員

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
©米屋こうじ

インドネシアの首都ジャカルタの中
心部に位置するジャカルタコタ駅
は、近郊電車路線の始発駅。「東
京」と表示されたこの車両は引退し
たが、他にも日本の中古車両が多
数活躍する（2010年）



線路

車両 線路 施設

都市鉄道の整備事業で
は、日本製の車両が採用
された「パープルライン」
の整備が進んでいる

線路

「メクネス～フェズ間
 鉄道複線化事業」

車両 線路 施設
「鉄道輸送力整備事業」

1890年に設立されたタイ国有鉄道は、レールの老朽化や破損によって列車の運行に支障を
きたしていた。そこで、軌道の改良や新規建設を支援すると、北線のレール破損件数は、年間
　　　件（1998年）から、　　件（2004年）に減少した。この他、都市鉄道の整備事業も含め
ると、これまで支援した区間の総距離は約　　 キロで、国内の全路線の約　　%に及ぶ。

「国鉄軌道改良事業」

「鉄道輸送近代化事業」

大カイロ都市圏で深刻化する交通渋滞を緩和し、観光
振興を図るため、カイロ中心部からピラミッド地区までを
結ぶ約　　　キロの地下鉄の整備に協力。始点から終
点までの所要時間は約　　分を目標に掲げ、土木工事
や車両の整備、　　カ所の駅の建設を進めている。駅は
安全かつ経済的な構造となるように、日本の防災基準に
基づいて設計されている。

「カイロ地下鉄4号線
  第一期整備事業」

複線化された線路

施設

18.8

16
30

チリでは1960年代以降、鉄道の整備がほとんど行わ
れておらず、車両や施設の老朽化が問題となってい
た。そこで、特に老朽化が著しい首都圏通勤線を中心
に、約　　　    キロの軌道修復や、　　  カ所の橋の
改修を支援するとともに、機関車や客車を修理した。
　　　件（1991年）あった国鉄全体の事故件数は、
事業終了後には　　　件（2000年）まで減少した。

「鉄道修復事業」

修復された軌道や架線

モロッコ最大の商業都市カサブランカからフェズまで
を結ぶ国有鉄道は、国の経済発展の軸となっている。
その輸送力の増強を目的として、単線のまま残されて
いたメクネス～フェズ間の　　キロの複線化を支援し
た。これにより、年間約　　 万人（1998年）だった旅
客輸送量は、複線化完了後、約 　　 万人（2010年）
に増加した。

57
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トルクメニスタンでは、ディーゼル機関車の老朽化が著しい
ことに加え、大規模な修繕を国外に委託していたため、車両
の修理に時間を要していた。そこで、首都アシガバットの機関
車修理工場に新しい設備や機器を導入。エンジンや台車
の点検・修繕にかかる時間は、事業実施前の１両あたり　　
日間（1996年）から、　   　日間（2006年）に短縮された。

チリ

18.5

110
976

1,900 116

754
272

24
37

55

整備された機関車修理工場

車両 線路 施設

貨物輸送の約７割を鉄道が占
めているモンゴル。その軌道や
車両、修理工場などの整備・更
新を支援したことで、2002年
のモンゴル鉄道の貨物輸送量
は約　　億トンキロと、1999
年からの３年間で約　倍に伸
びた。また、耐久性に優れた軌
道への交換や鉄道通信網の整
備によって、2002年の事故件
数は、1994年に比べて 　  %
減少した。

新しい設備が導入されたアシガバット機関車修理工場

65
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エジプト
モンゴル

トルクメ
ニスタン

モロッコ

タイ

ハダエク・エル・アシュガール駅の完成予想図

期
待
が
高
ま
る

日
本
の
幅
広
い
鉄
道
支
援

中
古
車
両
の
輸
出
が
示
す

鉄
道
員
の
プ
ラ
イ
ド

　
３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
が
開
通
す

る
。
日
本
の
鉄
道
技
術
の
代
名
詞
と
も
言

え
る
新
幹
線
は
、
昨
年
末
、
イ
ン
ド
で
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ム
ン
バ
イ

〜
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
の
５
０
０
キ
ロ
と

い
う
距
離
は
、
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
と
ほ

ぼ
等
し
い
。
日
本
の
約
９
倍
の
面
積
と
い

う
広
大
な
イ
ン
ド
の
大
都
市
間
を
、
日
本

の
技
術
が
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
世
界
各
国
は
、
日
本
の
鉄
道
技
術
に
注

目
し
て
い
る
。
中
で
も
開
発
途
上
国
が
期

待
し
て
い
る
の
は
、
日
本
が
持
つ
鉄
道
整

備
と
地
域
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。「
し
か
し
、

た
だ
鉄
道
を
敷
け
ば
沿
線
が
繁
栄
す
る
、

と
考
え
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
日

本
の
新
幹
線
も
都
市
鉄
道
整
備
も
、
関
連

法
制
の
整
備
や
沿
線
開
発
計
画
を
含
め
た

包
括
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

成
功
し
た
の
で
す
」
と
、
政
策
研
究
大
学

院
大
学
の
森
地
茂
教
授
は
指
摘
す
る
。
世

界
中
で
都
市
化
が
進
む
中
、
大
都
市
圏
を

網
羅
す
る
都
市
鉄
道
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
都
市
計
画
、
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
と

い
う
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
実

現
し
た
日
本
の
経
験
を
ど
う
生
か
す
か
が
、

日
本
か
ら
の
鉄
道
技
術
の
国
際
的
な
発
信

に
は
重
要
だ
。

　
森
地
教
授
は
「
日
本
の
協
力
も
、
か
つ

て
は
施
設
や
機
材
の
整
備
が
中
心
で
し
た
。

今
は
運
行
や
営
業
の
仕
組
み
づ
く
り
か
ら

特 集

鉄道物語

車
両
！ 

線
路
！ 

施
設
！ 

世
界
の
鉄
道
を
支
え
る

ニ
ッ
ポ
ン
の
技
術
！
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日
本
の
鉄
道
会
社
は
各
国
か
ら
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
自
ら
学
び
、
自
国
で
教

え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
薄
い
研
修
員

も
見
受
け
ら
れ
る
と
、
森
地
教
授
は
指
摘

す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
協
力
で
鉄

道
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
鉄
道
員

の
誇
り
と
い
う
文
化
も
共
に
育
成
す
る
こ

と
が
、
安
全
性
普
及
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
国
内
で
は
、
大
規
模
な
鉄
道
整
備

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
力
を

ど
う
維
持
・
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
鉄
道
員
が
海
外
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
日

本
国
内
で
の
技
術
力
の
維
持
と
同
時
に
、

日
本
の
「
安
全
、
安
心
、
定
時
」
と
い
う

鉄
道
文
化
を
世
界
に
普
及
す
る
こ
と
に
も

寄
与
す
る
。
日
本
の
鉄
道
文
化
の
強
み
を

世
界
に
発
信
し
、
途
上
国
の
需
要
に
応
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

戦時中にタイ・カンチャナブリに持ち込まれた日本製蒸気機関車C56。
今も年に一度のお祭りでは、日の丸を掲げて走行する  ©白川 淳

速くて、時間に正確で、安全な交通機関。
日本全国で人々の足となっている鉄道は、世界でもその技術力の高さで評価されている。
日本の鉄道を支える“鉄道員”、現場技術者の心は、世界に伝わるだろうか。

★日本がこれまでに鉄道分野を支援した国 …

※2016年１月末現在（実施中の案件含む）

カ国

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
ま
で
、
ソ
フ
ト
面
の

協
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

協
力
対
象
も
、
新
幹
線
な
ど
の
高
速
鉄
道

の
ほ
か
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
鉄
道
や
都

市
間
交
通
、
車
両
そ
の
も
の
の
提
供
な
ど
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

　
近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
日

本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
両
を
海
外
に

輸
出
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
古
い
車
両
を
海
外

に
輸
出
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
古
い
列
車
の
ほ

う
が
電
子
化
な
ど
の
最
新
技
術
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
海
外
で
も
整
備
が
容
易
だ

か
ら
だ
。
も
う
一
つ
、
重
要
な
点
と
し
て
、

年
数
の
た
っ
た
車
体
で
も
き
ち
ん
と
維
持

管
理
が
で
き
る
日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
高
さ
が
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
森
地
教
授
は
こ

う
説
明
し
て
く
れ
た
。「
日
本
で
は
、
鉄
道

会
社
に
入
社
す
る
と
、
ど
ん
な
エ
リ
ー
ト

で
も
一
度
は
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
運
行
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
現
場
業
務
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
く
、
技

術
者
も
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
は
、

技
術
者
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
現
場

に
密
着
し
た
経
験
が
な
い
た
め
、
中
身
が

伴
わ
ず
、
そ
れ
が
事
故
の
遠
因
と
な
る
の

で
す
」

編集協力：政策研究大学院大学　政策研究センター所長　森地 茂教授
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線路

車両 線路 施設

都市鉄道の整備事業で
は、日本製の車両が採用
された「パープルライン」
の整備が進んでいる

線路

「メクネス～フェズ間
 鉄道複線化事業」

車両 線路 施設
「鉄道輸送力整備事業」

1890年に設立されたタイ国有鉄道は、レールの老朽化や破損によって列車の運行に支障を
きたしていた。そこで、軌道の改良や新規建設を支援すると、北線のレール破損件数は、年間
　　　件（1998年）から、　　件（2004年）に減少した。この他、都市鉄道の整備事業も含め
ると、これまで支援した区間の総距離は約　　 キロで、国内の全路線の約　　%に及ぶ。

「国鉄軌道改良事業」

「鉄道輸送近代化事業」

大カイロ都市圏で深刻化する交通渋滞を緩和し、観光
振興を図るため、カイロ中心部からピラミッド地区までを
結ぶ約　　　キロの地下鉄の整備に協力。始点から終
点までの所要時間は約　　分を目標に掲げ、土木工事
や車両の整備、　　カ所の駅の建設を進めている。駅は
安全かつ経済的な構造となるように、日本の防災基準に
基づいて設計されている。

「カイロ地下鉄4号線
  第一期整備事業」

複線化された線路

施設

18.8

16
30

チリでは1960年代以降、鉄道の整備がほとんど行わ
れておらず、車両や施設の老朽化が問題となってい
た。そこで、特に老朽化が著しい首都圏通勤線を中心
に、約　　　    キロの軌道修復や、　　  カ所の橋の
改修を支援するとともに、機関車や客車を修理した。
　　　件（1991年）あった国鉄全体の事故件数は、
事業終了後には　　　件（2000年）まで減少した。

「鉄道修復事業」

修復された軌道や架線

モロッコ最大の商業都市カサブランカからフェズまで
を結ぶ国有鉄道は、国の経済発展の軸となっている。
その輸送力の増強を目的として、単線のまま残されて
いたメクネス～フェズ間の　　キロの複線化を支援し
た。これにより、年間約　　 万人（1998年）だった旅
客輸送量は、複線化完了後、約 　　 万人（2010年）
に増加した。

57

353
150

トルクメニスタンでは、ディーゼル機関車の老朽化が著しい
ことに加え、大規模な修繕を国外に委託していたため、車両
の修理に時間を要していた。そこで、首都アシガバットの機関
車修理工場に新しい設備や機器を導入。エンジンや台車
の点検・修繕にかかる時間は、事業実施前の１両あたり　　
日間（1996年）から、　   　日間（2006年）に短縮された。

チリ

18.5

110
976

1,900 116

754
272

24
37
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整備された機関車修理工場

車両 線路 施設

貨物輸送の約７割を鉄道が占
めているモンゴル。その軌道や
車両、修理工場などの整備・更
新を支援したことで、2002年
のモンゴル鉄道の貨物輸送量
は約　　億トンキロと、1999
年からの３年間で約　倍に伸
びた。また、耐久性に優れた軌
道への交換や鉄道通信網の整
備によって、2002年の事故件
数は、1994年に比べて 　  %
減少した。

新しい設備が導入されたアシガバット機関車修理工場

65

27

2

エジプト
モンゴル

トルクメ
ニスタン

モロッコ

タイ

ハダエク・エル・アシュガール駅の完成予想図

期
待
が
高
ま
る

日
本
の
幅
広
い
鉄
道
支
援

中
古
車
両
の
輸
出
が
示
す

鉄
道
員
の
プ
ラ
イ
ド

　
３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
が
開
通
す

る
。
日
本
の
鉄
道
技
術
の
代
名
詞
と
も
言

え
る
新
幹
線
は
、
昨
年
末
、
イ
ン
ド
で
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ム
ン
バ
イ

〜
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
の
５
０
０
キ
ロ
と

い
う
距
離
は
、
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
と
ほ

ぼ
等
し
い
。
日
本
の
約
９
倍
の
面
積
と
い

う
広
大
な
イ
ン
ド
の
大
都
市
間
を
、
日
本

の
技
術
が
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
世
界
各
国
は
、
日
本
の
鉄
道
技
術
に
注

目
し
て
い
る
。
中
で
も
開
発
途
上
国
が
期

待
し
て
い
る
の
は
、
日
本
が
持
つ
鉄
道
整

備
と
地
域
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。「
し
か
し
、

た
だ
鉄
道
を
敷
け
ば
沿
線
が
繁
栄
す
る
、

と
考
え
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
日

本
の
新
幹
線
も
都
市
鉄
道
整
備
も
、
関
連

法
制
の
整
備
や
沿
線
開
発
計
画
を
含
め
た

包
括
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

成
功
し
た
の
で
す
」
と
、
政
策
研
究
大
学

院
大
学
の
森
地
茂
教
授
は
指
摘
す
る
。
世

界
中
で
都
市
化
が
進
む
中
、
大
都
市
圏
を

網
羅
す
る
都
市
鉄
道
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
都
市
計
画
、
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
と

い
う
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
実

現
し
た
日
本
の
経
験
を
ど
う
生
か
す
か
が
、

日
本
か
ら
の
鉄
道
技
術
の
国
際
的
な
発
信

に
は
重
要
だ
。

　
森
地
教
授
は
「
日
本
の
協
力
も
、
か
つ

て
は
施
設
や
機
材
の
整
備
が
中
心
で
し
た
。

今
は
運
行
や
営
業
の
仕
組
み
づ
く
り
か
ら

特 集
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車
両
！ 

線
路
！ 

施
設
！ 

世
界
の
鉄
道
を
支
え
る

ニ
ッ
ポ
ン
の
技
術
！
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日
本
の
鉄
道
会
社
は
各
国
か
ら
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
自
ら
学
び
、
自
国
で
教

え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
薄
い
研
修
員

も
見
受
け
ら
れ
る
と
、
森
地
教
授
は
指
摘

す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
協
力
で
鉄

道
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
鉄
道
員

の
誇
り
と
い
う
文
化
も
共
に
育
成
す
る
こ

と
が
、
安
全
性
普
及
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
国
内
で
は
、
大
規
模
な
鉄
道
整
備

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
力
を

ど
う
維
持
・
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
鉄
道
員
が
海
外
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
日

本
国
内
で
の
技
術
力
の
維
持
と
同
時
に
、

日
本
の
「
安
全
、
安
心
、
定
時
」
と
い
う

鉄
道
文
化
を
世
界
に
普
及
す
る
こ
と
に
も

寄
与
す
る
。
日
本
の
鉄
道
文
化
の
強
み
を

世
界
に
発
信
し
、
途
上
国
の
需
要
に
応
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

戦時中にタイ・カンチャナブリに持ち込まれた日本製蒸気機関車C56。
今も年に一度のお祭りでは、日の丸を掲げて走行する  ©白川 淳

速くて、時間に正確で、安全な交通機関。
日本全国で人々の足となっている鉄道は、世界でもその技術力の高さで評価されている。
日本の鉄道を支える“鉄道員”、現場技術者の心は、世界に伝わるだろうか。

★日本がこれまでに鉄道分野を支援した国 …

※2016年１月末現在（実施中の案件含む）

カ国

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
ま
で
、
ソ
フ
ト
面
の

協
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

協
力
対
象
も
、
新
幹
線
な
ど
の
高
速
鉄
道

の
ほ
か
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
鉄
道
や
都

市
間
交
通
、
車
両
そ
の
も
の
の
提
供
な
ど
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

　
近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
日

本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
両
を
海
外
に

輸
出
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
古
い
車
両
を
海
外

に
輸
出
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
古
い
列
車
の
ほ

う
が
電
子
化
な
ど
の
最
新
技
術
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
海
外
で
も
整
備
が
容
易
だ

か
ら
だ
。
も
う
一
つ
、
重
要
な
点
と
し
て
、

年
数
の
た
っ
た
車
体
で
も
き
ち
ん
と
維
持

管
理
が
で
き
る
日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
高
さ
が
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
森
地
教
授
は
こ

う
説
明
し
て
く
れ
た
。「
日
本
で
は
、
鉄
道

会
社
に
入
社
す
る
と
、
ど
ん
な
エ
リ
ー
ト

で
も
一
度
は
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
運
行
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
現
場
業
務
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
く
、
技

術
者
も
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
は
、

技
術
者
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
現
場

に
密
着
し
た
経
験
が
な
い
た
め
、
中
身
が

伴
わ
ず
、
そ
れ
が
事
故
の
遠
因
と
な
る
の

で
す
」

編集協力：政策研究大学院大学　政策研究センター所長　森地 茂教授

日本と世界の鉄道員
ぽ　  っ  　ぽ  　や

特
集 

鉄
道
物
語

　
　

   

日
本
と
世
界
の
鉄
道
員

05　                   March 2016 March 2016                       04

07　                   March 2016 March 2016                       06



に
よ
り
「
定
時
」「
快
適
」「
安
全
」
と

い
う
新
た
な
価
値
を
享
受
し
、
こ
の
事

業
は
日
印
協
力
の
象
徴
と
し
て
名
を
広

め
た
。

　
さ
ら
に
、
06
年
か
ら
は
日
印
政
府
共

同
で
、「
デ
リ
ー
〜
ム
ン
バ
イ
間
産
業

大
動
脈
構
想
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
回
廊
と
呼
ば
れ
る
同
区
間
約
１
５
０

０
キ
ロ
の
産
業
振
興
を
目
的
と
す
る
こ

の
計
画
の
屋
台
骨
と
な
る
の
が
、
貨
物

輸
送
専
用
鉄
道
だ
。
既
存
の
貨
物
鉄
道

は
旅
客
と
路
線
を
共
有
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
で
貨
物
専
用
路
線
を
新
設
し

て
輸
送
力
強
化
を
図
り
、
加
え
て
、
貨

物
輸
送
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を

目
指
す
の
だ
。
こ
こ
に
も
日
本
の
技
術

と
経
験
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
貨
物
と
メ
ト
ロ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台

で
鉄
道
員
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
奮
闘
を

追
っ
た
。

　「
イ
ン
ド
の
貨
物
鉄
道
は
、
積
み
下

ろ
し
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
そ
の
場
で

運
行
ダ
イ
ヤ
を
作
っ
て
出
発
す
る
と
い

う
も
の
で
、
決
め
ら
れ
た
〝
計
画
ダ
イ

ヤ
〞
が
無
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
よ

う
や
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
」。
そ

う
話
す
の
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会

社
（
J
R
貨
物
）
の
海
外
事
業
室
室
長

の
西
村
公
司
さ
ん
だ
。
西
村
さ
ん
は
、

昨
年
９
月
か
ら
鉄
道
貨
物
輸
送
の
専
門

家
と
し
て
イ
ン
ド
貨
物
専
用
鉄
道
公
社

（
D
F
C
公
社
）
の
貨
物
輸
送
の
効
率

化
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
て
き
た
。

デリー近郊ダドリの貨物接続・集配ターミ
ナル。貨物専用鉄道が完成すると、これ
まで３日かかっていたデリー～ムンバイ間
の輸送が24時間以内で可能に

総延長距離で東京メトロを超えた
デリーメトロ。建設中の環状線が
点線で示されている。既存の路線
も延伸中だ

一日約2,800本が走るデリーメトロ。先頭または最終車両は終日女性
専用車両となっている

　
日
本
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
一
般

化
す
る
前
は
、
途
中
駅
で
の
貨
物
の
積

み
替
え
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
加
え

て
、
鉄
道
で
の
輸
送
は
コ
ス
ト
が
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
貨
物
輸
送
の
シ
ェ
ア

は
、
見
る
見
る
道
路
に
奪
わ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
化
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
と
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
て
き
た
の
だ
。　

　
同
じ
こ
と
が
、
今
、
イ
ン
ド
で
起
き

て
い
る
。
D
F
C
公
社
幹
部
で
、
イ
ン

フ
ラ
部
門
を
担
当
す
る
D
・
S
・
ラ
ナ

さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
で
は
、
貨
物
輸
送

の
需
要
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
の

高
速
道
路
整
備
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

鉄
道
輸
送
の
割
合
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
専
用
線
を
整
備
し
、
計
画
ダ
イ
ヤ

を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

を
発
車
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

「
冷
蔵
品
と
普
通
の
貨
物
で
は
、
輸
送

に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
全
く
違
う
の
で

す
」。
西
村
さ
ん
の
厳
し
い
口
調
に
は
、

顧
客
の
大
切
な
荷
物
を
預
か
る
仕
事
へ

の
プ
ラ
イ
ド
が
に
じ
ん
で
い
た
。

　
顧
客
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
輸
送
が

実
現
す
れ
ば
、
将
来
的
に
は
西
回
廊
沿

線
に
、
よ
り
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
と
な
り
、
日
印
の
経
済
関
係

が
一
層
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
夕
方
４
時
を
回
っ
た
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

の
車
内
に
は
、
帰
宅
す
る
学
生
ら
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
た
。
混
み
合
う
車
内

に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
が
飛
び
交
う
。「
ち

ょ
っ
と
私
の
荷
物
を
踏
ん
で
い
ま
す

よ
」。
優
先
席
に
腰
掛
け
て
い
る
年
配

の
男
性
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
言
っ
た
の

だ
ろ
う
。
前
に
立
つ
青
年
が
少
し
よ
け

た
か
と
思
う
と
、
そ
の
男
性
は
今
度
は

流
暢
な
日
本
語
で
、「
私
は
毎
日
１
時

間
か
け
て
メ
ト
ロ
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
メ
ト
ロ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
大
変

で
し
た
。
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
て
ね
」

と
隣
に
座
っ
て
い
た
私
に
話
し
掛
け
て

き
た
。
市
民
の
日
常
の
移
動
の
質
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
メ
ト
ロ
。
運
賃
も
初

乗
り
８
ル
ピ
ー
（
約
15
円
）
と
決
し
て

高
く
な
い
。

　
日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
、
安
全
運

行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
も
多
く
の
日

本
企
業
が
貢
献
し
て
き
た
デ
リ
ー
メ
ト

ロ
は
、
こ
れ
ま
で
街
の
中
心
部
か
ら
放

射
線
状
に
路
線
を
整
備
し
て
き
た
が
、

現
在
、
７
、
８
号
線
を
新
た
に
建
設
し

て
環
状
線
状
に
つ
な
ぐ
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。

　
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
軌
道
交
通
事
業
部

の
鶴
丸
雅
徳
さ
ん
と
、
ト
ン
ネ
ル
と
駅

の
建
設
が
進
む
ジ
ャ
マ
・
マ
ス
ジ
ッ
ド

駅
を
訪
れ
た
。
鶴
丸
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
工
程
や
品
質
、
安
全
な

ど
を
監
理
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人

だ
。
地
下
構
造
物
の
専
門
家
と
し
て
、

20
の
駅
と
付
随
す
る
ト
ン
ネ
ル
の
土
木

工
事
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の
監

理
を
担
当
す
る
傍
ら
、
現
場
に
も
足
を

運
ん
で
進
捗
を
確
認
し
、
事
業
全
体
の

円
滑
な
進
行
を
支
え
て
い
る
。

　「
実
は
、
こ
の
駅
で
は
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
始
め
て
す
ぐ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
遺

跡
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
計

画
を
変
更
し
て
当
初
よ
り
約
25
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
か
ら
掘
り
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
今
度
は

地
質
が
予
想
外
に
硬
く
て
掘
進
用
の
機

械
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　
そ
ん
な
悪
条
件
を
共
に
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
鶴
丸
さ
ん
は
現

場
の
作
業
員
と
も
親
し
げ
で
、
そ
こ
に

は
信
頼
関
係
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
を

含
め
、
20
あ
る
土
木
工
事
現
場
で
活
躍

す
る
の
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
の
施
工
業
者
だ
。
ま
た
、
40
人
近

く
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
で
も
、
鶴

丸
さ
ん
は
唯
一
の
日
本
人
だ
と
い
う
。

「
も
っ
と
日
本
人
に
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
ね
」。
そ

う
胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、積
極
的
に
商
機
を
狙
う
の
は
、

日
本
信
号
株
式
会
社
だ
。
同
社
は
、
日

本
の
信
号
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
で
信
号
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
。

「
８
号
線
で
は
、
無
線
信
号
を
利
用
し

て
列
車
の
位
置
を
検
知
し
、
速
度
や
車

間
距
離
を
安
全
に
保
つ
画
期
的
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
従
来
は
、
利
用

者
が
増
加
す
る
と
１
編
成
あ
た
り
の
車

両
数
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

技
術
を
活
用
す
る
と
、
列
車
の
運
転
間

鉄
道
の
国
イ
ン
ド
で

広
が
る
支
援

貨
物
輸
送
鉄
道
の

効
率
化
に
貢
献

デ
リ
ー
を
駆
け
る

日
印
協
力
の
象
徴

を
上
げ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
清
掃
し

や
す
い
モ
ー
タ
ー
を
作
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
業
界
の
潮
流
と
し
て
は
、
車
両
メ
ー

カ
ー
が
電
機
製
品
の
製
造
も
兼
ね
る
傾

向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
イ
ン
ド
で
は
、
同
社
が
車
両
メ
ー
カ

ー
を
リ
ー
ド
す
る
構
図
が
で
き
て
い

る
。
三
菱
電
機
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来

よ
り
約
３
割
の
省
エ
ネ
を
可
能
に
す
る

技
術
や
、
最
新
の
半
導
体
素
子
で
電
力

の
消
費
量
を
格
段
に
改
善
す
る
技
術
、

加
え
て
、
日
本
式
の
手
厚
い
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
を
支
え
て

き
た
。

　
日
本
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
公
社
も
独
自
に
駅
構
内
の
屋

根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て

駅
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
環
境
分
野
を

中
心
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。広
報
担
当
執
行
役
員
の
ア
ヌ
ジ
・

ダ
ヤ
ル
さ
ん
は
、「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、

鉄
道
分
野
で
は
世
界
で
初
め
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
す
国
連
の
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

が
好
き
な
ん
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
今
後
も
日
本
の
支
援
が
、イ
ン
ド
の
、

そ
し
て
世
界
の
鉄
道
発
展
の
追
い
風
と

な
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
願
う
。（

編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

デリーメトロ公社のアヌジ・ダヤルさん。昨年末、
国連気候変動枠組み条約第21回締約国会議
（COP21）に出席し、デリーメトロの環境保全の
取り組みを紹介した

「インドでは、新しい物と実績の双方を求めら
れるので難しい」と日本信号の荻原さん（左）。
奥には、８号線の車両基地が見える
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隔
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
社
で
イ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
を
務
め
る
荻

原
浩
史
さ
ん
だ
。

　
技
術
の
開
発
当
初
は
、社
内
で
も「
本

当
に
実
用
化
で
き
る
の
か
」
と
懸
念
を

示
す
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
電
波
や
ノ
イ
ズ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

丁
寧
に
収
集
し
、
試
験
を
繰
り
返
し
な

が
ら
安
全
性
・
信
頼
性
を
高
め
て
い
っ

た
結
果
、
11
年
に
中
国
の
北
京
地
下
鉄

で
初
め
て
こ
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　「
日
本
で
は
興
味
は
示
さ
れ
る
も
の

の
、〝
国
内
で
前
例
が
な
い
と
難
し
い
〞

と
す
ぐ
に
導
入
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
京
に
次
ぐ
実
績
を
作
り
た

く
て
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
市
場
で
圧
倒

的
な
影
響
力
を
持
つ
デ
リ
ー
で
、
導
入

を
目
指
し
た
の
で
す
」
と
荻
原
さ
ん
は

今
後
の
展
開
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

　
他
方
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
全
体
で
車

両
用
電
機
製
品
の
約
７
割
を
受
注
し
て

い
る
三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
デ
リ
ー

メ
ト
ロ
と
は
15
年
来
の
協
力
関
係
に
あ

る
。
09
年
か
ら
２
年
半
、
現
地
に
駐
在

し
て
い
た
車
両
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
大
山
裕
二
さ
ん
は
、「
外

気
が
45
度
に
達
す
る
真
夏
、
私
た
ち
の

製
品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
車
両
の

床
下
の
温
度
は
、
70
度
く
ら
い
ま
で
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
ほ
こ
り

っ
ぽ
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
の
過
酷

な
環
境
で
製
品
の
高
い
信
頼
性
を
保
つ

に
は
、
電
力
の
ロ
ス
を
減
ら
し
て
温
度

　　
日
本
に
先
立
つ
こ
と
19
年
、
１
８
５

３
年
に
ア
ジ
ア
で
最
初
の
鉄
道
が
イ
ン

ド
に
開
通
し
た
。〝
日
本
に
よ
る
鉄
道

支
援
〞
と
言
っ
て
も
、
鉄
道
の
歴
史
で

は
イ
ン
ド
の
方
が
先
輩
な
の
だ
。
そ
れ

は
、
同
国
の
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

時
代
の
遺
産
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
今
日
で
は
総
延
長
距
離
約
６
万
５

０
０
０
キ
ロ
を
有
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
４
位
の
鉄

道
大
国
に
成
長
し
た
イ
ン
ド
で
、
鉄
道

は
国
の
誇
り
と
な
っ
た
。
国
父
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
有
色
人
種
へ
の
差
別

が
横
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
非

暴
力
・
不
服
従
運
動
の
た
め
、
鉄
道
で

祖
国
を
巡
る
旅
に
出
た
こ
と
を
知
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
鉄
道
と
共
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
イ

ン
ド
は
今
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
新

た
な
挑
戦
に
乗
り
出
し
た
。
同
国
初
の

高
速
鉄
道
建
設
事
業
だ
。
国
際
的
な
受

注
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
昨
年
12

月
の
日
印
首
脳
会
談
で
日
本
式
新
幹
線

の
技
術
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
一
方
、
２
０
０
２
年
開
業
の
都
市
鉄

道
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、
今
で
は
す
っ

か
り
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
、
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
、
空
調
の
な
い
バ
ス
な
ど
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
人
々
は
、
メ
ト
ロ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
D
F
C

公
社
職
員
向
け
の
日
本
で
の
研
修
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ナ
さ
ん
は
、
そ
こ

で
期
待
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
〝
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
〞、
す
な
わ
ち
冷
蔵

品
な
ど
、
低
温
の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま

の
輸
送
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
挙
げ

た
。

　
日
本
の
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
が
発
電
式
な

の
に
対
し
、
イ
ン
ド
は
外
部
コ
ン
セ
ン

ト
式
。
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
駅
に
あ
る
間

は
、
発
車
ま
で
外
部
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

差
込
口
の
数
に
は
、当
然
限
り
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
列
車
の
計
画
ダ
イ
ヤ
、

さ
ら
に
は
、
駅
で
の
作
業
工
程
を
定
め

た
作
業
ダ
イ
ヤ
に
従
っ
て
、
効
率
的
に

コ
ン
テ
ナ
を
積
み
、
時
間
通
り
に
列
車
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地下工事の進むジャマ・マスジッド駅。
完成すると、ここはホームになる

オリエンタルコンサルタンツグローバル
の鶴丸さん（左）とデリーメトロ公社の
トンネルエンジニア

車両用電機製品のメンテナンスを行う
三菱電機の現地社員ら

三菱電機の補助電源
装置は車両の床下に
取り付けられている

デリー

ＪＲ貨物の西村さん。「日本
は鉱物資源が乏しい分、生
活物資を運ぶコンテナ輸送
が発展したのです」と話す

DFC公社幹部のラナさん。
インド国鉄勤務だったが、
2007年の公社設立時、先
陣を切って貨物専用鉄道
事業に参加した

走り続ける、日印鉄道協力

from インド

India

デリーメトロは約７割の区間が高架だ。
大気汚染の悪化で一面が白く霞がか
っているデリーにおいて、都市鉄道が
環境保全に果たす役割は大きい

今般、インド初の高速鉄道に日本の新幹線方式が採用され、話題を呼んでいる。
実は、その他にも都市鉄道デリーメトロの発展や、貨物輸送鉄道の効率化に 

日本が大きく貢献していることを知っているだろうか。
インドの鉄道の発展を支える両国の鉄道員たちの挑戦に迫った。

かすみ

り
ゅ
う
ち
ょ
う
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に
よ
り
「
定
時
」「
快
適
」「
安
全
」
と

い
う
新
た
な
価
値
を
享
受
し
、
こ
の
事

業
は
日
印
協
力
の
象
徴
と
し
て
名
を
広

め
た
。

　
さ
ら
に
、
06
年
か
ら
は
日
印
政
府
共

同
で
、「
デ
リ
ー
〜
ム
ン
バ
イ
間
産
業

大
動
脈
構
想
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
回
廊
と
呼
ば
れ
る
同
区
間
約
１
５
０

０
キ
ロ
の
産
業
振
興
を
目
的
と
す
る
こ

の
計
画
の
屋
台
骨
と
な
る
の
が
、
貨
物

輸
送
専
用
鉄
道
だ
。
既
存
の
貨
物
鉄
道

は
旅
客
と
路
線
を
共
有
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
で
貨
物
専
用
路
線
を
新
設
し

て
輸
送
力
強
化
を
図
り
、
加
え
て
、
貨

物
輸
送
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を

目
指
す
の
だ
。
こ
こ
に
も
日
本
の
技
術

と
経
験
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
貨
物
と
メ
ト
ロ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台

で
鉄
道
員
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
奮
闘
を

追
っ
た
。

　「
イ
ン
ド
の
貨
物
鉄
道
は
、
積
み
下

ろ
し
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
そ
の
場
で

運
行
ダ
イ
ヤ
を
作
っ
て
出
発
す
る
と
い

う
も
の
で
、
決
め
ら
れ
た
〝
計
画
ダ
イ

ヤ
〞
が
無
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
よ

う
や
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
」。
そ

う
話
す
の
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会

社
（
J
R
貨
物
）
の
海
外
事
業
室
室
長

の
西
村
公
司
さ
ん
だ
。
西
村
さ
ん
は
、

昨
年
９
月
か
ら
鉄
道
貨
物
輸
送
の
専
門

家
と
し
て
イ
ン
ド
貨
物
専
用
鉄
道
公
社

（
D
F
C
公
社
）
の
貨
物
輸
送
の
効
率

化
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
て
き
た
。

デリー近郊ダドリの貨物接続・集配ターミ
ナル。貨物専用鉄道が完成すると、これ
まで３日かかっていたデリー～ムンバイ間
の輸送が24時間以内で可能に

総延長距離で東京メトロを超えた
デリーメトロ。建設中の環状線が
点線で示されている。既存の路線
も延伸中だ

一日約2,800本が走るデリーメトロ。先頭または最終車両は終日女性
専用車両となっている

　
日
本
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
一
般

化
す
る
前
は
、
途
中
駅
で
の
貨
物
の
積

み
替
え
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
加
え

て
、
鉄
道
で
の
輸
送
は
コ
ス
ト
が
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
貨
物
輸
送
の
シ
ェ
ア

は
、
見
る
見
る
道
路
に
奪
わ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
化
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
と
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
て
き
た
の
だ
。　

　
同
じ
こ
と
が
、
今
、
イ
ン
ド
で
起
き

て
い
る
。
D
F
C
公
社
幹
部
で
、
イ
ン

フ
ラ
部
門
を
担
当
す
る
D
・
S
・
ラ
ナ

さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
で
は
、
貨
物
輸
送

の
需
要
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
の

高
速
道
路
整
備
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

鉄
道
輸
送
の
割
合
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
専
用
線
を
整
備
し
、
計
画
ダ
イ
ヤ

を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

を
発
車
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

「
冷
蔵
品
と
普
通
の
貨
物
で
は
、
輸
送

に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
全
く
違
う
の
で

す
」。
西
村
さ
ん
の
厳
し
い
口
調
に
は
、

顧
客
の
大
切
な
荷
物
を
預
か
る
仕
事
へ

の
プ
ラ
イ
ド
が
に
じ
ん
で
い
た
。

　
顧
客
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
輸
送
が

実
現
す
れ
ば
、
将
来
的
に
は
西
回
廊
沿

線
に
、
よ
り
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
と
な
り
、
日
印
の
経
済
関
係

が
一
層
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
夕
方
４
時
を
回
っ
た
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

の
車
内
に
は
、
帰
宅
す
る
学
生
ら
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
た
。
混
み
合
う
車
内

に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
が
飛
び
交
う
。「
ち

ょ
っ
と
私
の
荷
物
を
踏
ん
で
い
ま
す

よ
」。
優
先
席
に
腰
掛
け
て
い
る
年
配

の
男
性
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
言
っ
た
の

だ
ろ
う
。
前
に
立
つ
青
年
が
少
し
よ
け

た
か
と
思
う
と
、
そ
の
男
性
は
今
度
は

流
暢
な
日
本
語
で
、「
私
は
毎
日
１
時

間
か
け
て
メ
ト
ロ
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
メ
ト
ロ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
大
変

で
し
た
。
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
て
ね
」

と
隣
に
座
っ
て
い
た
私
に
話
し
掛
け
て

き
た
。
市
民
の
日
常
の
移
動
の
質
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
メ
ト
ロ
。
運
賃
も
初

乗
り
８
ル
ピ
ー
（
約
15
円
）
と
決
し
て

高
く
な
い
。

　
日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
、
安
全
運

行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
も
多
く
の
日

本
企
業
が
貢
献
し
て
き
た
デ
リ
ー
メ
ト

ロ
は
、
こ
れ
ま
で
街
の
中
心
部
か
ら
放

射
線
状
に
路
線
を
整
備
し
て
き
た
が
、

現
在
、
７
、
８
号
線
を
新
た
に
建
設
し

て
環
状
線
状
に
つ
な
ぐ
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。

　
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
軌
道
交
通
事
業
部

の
鶴
丸
雅
徳
さ
ん
と
、
ト
ン
ネ
ル
と
駅

の
建
設
が
進
む
ジ
ャ
マ
・
マ
ス
ジ
ッ
ド

駅
を
訪
れ
た
。
鶴
丸
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
工
程
や
品
質
、
安
全
な

ど
を
監
理
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人

だ
。
地
下
構
造
物
の
専
門
家
と
し
て
、

20
の
駅
と
付
随
す
る
ト
ン
ネ
ル
の
土
木

工
事
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の
監

理
を
担
当
す
る
傍
ら
、
現
場
に
も
足
を

運
ん
で
進
捗
を
確
認
し
、
事
業
全
体
の

円
滑
な
進
行
を
支
え
て
い
る
。

　「
実
は
、
こ
の
駅
で
は
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
始
め
て
す
ぐ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
遺

跡
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
計

画
を
変
更
し
て
当
初
よ
り
約
25
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
か
ら
掘
り
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
今
度
は

地
質
が
予
想
外
に
硬
く
て
掘
進
用
の
機

械
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　
そ
ん
な
悪
条
件
を
共
に
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
鶴
丸
さ
ん
は
現

場
の
作
業
員
と
も
親
し
げ
で
、
そ
こ
に

は
信
頼
関
係
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
を

含
め
、
20
あ
る
土
木
工
事
現
場
で
活
躍

す
る
の
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
の
施
工
業
者
だ
。
ま
た
、
40
人
近

く
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
で
も
、
鶴

丸
さ
ん
は
唯
一
の
日
本
人
だ
と
い
う
。

「
も
っ
と
日
本
人
に
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
ね
」。
そ

う
胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、積
極
的
に
商
機
を
狙
う
の
は
、

日
本
信
号
株
式
会
社
だ
。
同
社
は
、
日

本
の
信
号
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
で
信
号
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
。

「
８
号
線
で
は
、
無
線
信
号
を
利
用
し

て
列
車
の
位
置
を
検
知
し
、
速
度
や
車

間
距
離
を
安
全
に
保
つ
画
期
的
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
従
来
は
、
利
用

者
が
増
加
す
る
と
１
編
成
あ
た
り
の
車

両
数
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

技
術
を
活
用
す
る
と
、
列
車
の
運
転
間

鉄
道
の
国
イ
ン
ド
で

広
が
る
支
援

貨
物
輸
送
鉄
道
の

効
率
化
に
貢
献

デ
リ
ー
を
駆
け
る

日
印
協
力
の
象
徴

を
上
げ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
清
掃
し

や
す
い
モ
ー
タ
ー
を
作
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
業
界
の
潮
流
と
し
て
は
、
車
両
メ
ー

カ
ー
が
電
機
製
品
の
製
造
も
兼
ね
る
傾

向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
イ
ン
ド
で
は
、
同
社
が
車
両
メ
ー
カ

ー
を
リ
ー
ド
す
る
構
図
が
で
き
て
い

る
。
三
菱
電
機
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来

よ
り
約
３
割
の
省
エ
ネ
を
可
能
に
す
る

技
術
や
、
最
新
の
半
導
体
素
子
で
電
力

の
消
費
量
を
格
段
に
改
善
す
る
技
術
、

加
え
て
、
日
本
式
の
手
厚
い
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
を
支
え
て

き
た
。

　
日
本
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
公
社
も
独
自
に
駅
構
内
の
屋

根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て

駅
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
環
境
分
野
を

中
心
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。広
報
担
当
執
行
役
員
の
ア
ヌ
ジ
・

ダ
ヤ
ル
さ
ん
は
、「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、

鉄
道
分
野
で
は
世
界
で
初
め
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
す
国
連
の
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

が
好
き
な
ん
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
今
後
も
日
本
の
支
援
が
、イ
ン
ド
の
、

そ
し
て
世
界
の
鉄
道
発
展
の
追
い
風
と

な
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
願
う
。（

編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

デリーメトロ公社のアヌジ・ダヤルさん。昨年末、
国連気候変動枠組み条約第21回締約国会議
（COP21）に出席し、デリーメトロの環境保全の
取り組みを紹介した

「インドでは、新しい物と実績の双方を求めら
れるので難しい」と日本信号の荻原さん（左）。
奥には、８号線の車両基地が見える
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隔
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
社
で
イ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
を
務
め
る
荻

原
浩
史
さ
ん
だ
。

　
技
術
の
開
発
当
初
は
、社
内
で
も「
本

当
に
実
用
化
で
き
る
の
か
」
と
懸
念
を

示
す
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
電
波
や
ノ
イ
ズ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

丁
寧
に
収
集
し
、
試
験
を
繰
り
返
し
な

が
ら
安
全
性
・
信
頼
性
を
高
め
て
い
っ

た
結
果
、
11
年
に
中
国
の
北
京
地
下
鉄

で
初
め
て
こ
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　「
日
本
で
は
興
味
は
示
さ
れ
る
も
の

の
、〝
国
内
で
前
例
が
な
い
と
難
し
い
〞

と
す
ぐ
に
導
入
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
京
に
次
ぐ
実
績
を
作
り
た

く
て
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
市
場
で
圧
倒

的
な
影
響
力
を
持
つ
デ
リ
ー
で
、
導
入

を
目
指
し
た
の
で
す
」
と
荻
原
さ
ん
は

今
後
の
展
開
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

　
他
方
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
全
体
で
車

両
用
電
機
製
品
の
約
７
割
を
受
注
し
て

い
る
三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
デ
リ
ー

メ
ト
ロ
と
は
15
年
来
の
協
力
関
係
に
あ

る
。
09
年
か
ら
２
年
半
、
現
地
に
駐
在

し
て
い
た
車
両
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
大
山
裕
二
さ
ん
は
、「
外

気
が
45
度
に
達
す
る
真
夏
、
私
た
ち
の

製
品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
車
両
の

床
下
の
温
度
は
、
70
度
く
ら
い
ま
で
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
ほ
こ
り

っ
ぽ
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
の
過
酷

な
環
境
で
製
品
の
高
い
信
頼
性
を
保
つ

に
は
、
電
力
の
ロ
ス
を
減
ら
し
て
温
度

　　
日
本
に
先
立
つ
こ
と
19
年
、
１
８
５

３
年
に
ア
ジ
ア
で
最
初
の
鉄
道
が
イ
ン

ド
に
開
通
し
た
。〝
日
本
に
よ
る
鉄
道

支
援
〞
と
言
っ
て
も
、
鉄
道
の
歴
史
で

は
イ
ン
ド
の
方
が
先
輩
な
の
だ
。
そ
れ

は
、
同
国
の
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

時
代
の
遺
産
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
今
日
で
は
総
延
長
距
離
約
６
万
５

０
０
０
キ
ロ
を
有
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
４
位
の
鉄

道
大
国
に
成
長
し
た
イ
ン
ド
で
、
鉄
道

は
国
の
誇
り
と
な
っ
た
。
国
父
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
有
色
人
種
へ
の
差
別

が
横
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
非

暴
力
・
不
服
従
運
動
の
た
め
、
鉄
道
で

祖
国
を
巡
る
旅
に
出
た
こ
と
を
知
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
鉄
道
と
共
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
イ

ン
ド
は
今
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
新

た
な
挑
戦
に
乗
り
出
し
た
。
同
国
初
の

高
速
鉄
道
建
設
事
業
だ
。
国
際
的
な
受

注
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
昨
年
12

月
の
日
印
首
脳
会
談
で
日
本
式
新
幹
線

の
技
術
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
一
方
、
２
０
０
２
年
開
業
の
都
市
鉄

道
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、
今
で
は
す
っ

か
り
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
、
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
、
空
調
の
な
い
バ
ス
な
ど
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
人
々
は
、
メ
ト
ロ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
D
F
C

公
社
職
員
向
け
の
日
本
で
の
研
修
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ナ
さ
ん
は
、
そ
こ

で
期
待
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
〝
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
〞、
す
な
わ
ち
冷
蔵

品
な
ど
、
低
温
の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま

の
輸
送
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
挙
げ

た
。

　
日
本
の
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
が
発
電
式
な

の
に
対
し
、
イ
ン
ド
は
外
部
コ
ン
セ
ン

ト
式
。
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
駅
に
あ
る
間

は
、
発
車
ま
で
外
部
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

差
込
口
の
数
に
は
、当
然
限
り
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
列
車
の
計
画
ダ
イ
ヤ
、

さ
ら
に
は
、
駅
で
の
作
業
工
程
を
定
め

た
作
業
ダ
イ
ヤ
に
従
っ
て
、
効
率
的
に

コ
ン
テ
ナ
を
積
み
、
時
間
通
り
に
列
車
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地下工事の進むジャマ・マスジッド駅。
完成すると、ここはホームになる

オリエンタルコンサルタンツグローバル
の鶴丸さん（左）とデリーメトロ公社の
トンネルエンジニア

車両用電機製品のメンテナンスを行う
三菱電機の現地社員ら

三菱電機の補助電源
装置は車両の床下に
取り付けられている

デリー

ＪＲ貨物の西村さん。「日本
は鉱物資源が乏しい分、生
活物資を運ぶコンテナ輸送
が発展したのです」と話す

DFC公社幹部のラナさん。
インド国鉄勤務だったが、
2007年の公社設立時、先
陣を切って貨物専用鉄道
事業に参加した

走り続ける、日印鉄道協力

from インド

India

デリーメトロは約７割の区間が高架だ。
大気汚染の悪化で一面が白く霞がか
っているデリーにおいて、都市鉄道が
環境保全に果たす役割は大きい

今般、インド初の高速鉄道に日本の新幹線方式が採用され、話題を呼んでいる。
実は、その他にも都市鉄道デリーメトロの発展や、貨物輸送鉄道の効率化に 

日本が大きく貢献していることを知っているだろうか。
インドの鉄道の発展を支える両国の鉄道員たちの挑戦に迫った。

かすみ

り
ゅ
う
ち
ょ
う
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ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
る
と
ま
ず
驚
く
の

が
大
量
の
バ
イ
ク
。
あ
る
調
査
に
よ
る

と
、
都
市
部
で
の
バ
イ
ク
の
利
用
率
は

交
通
機
関
全
体
の
８
割
を
超
え
る
と
い

い
、
朝
夕
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
道
路
を

埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
バ
イ
ク
の
波
が
押

し
寄
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
市
民
に
と
っ
て

便
利
な
交
通
手
段
で
は
あ
る
が
、
一
方

で
問
題
も
あ
る
。
渋
滞
の
発
生
や
排
気

ガ
ス
に
よ
る
環
境
の
悪
化
が
、
そ
の
最

た
る
も
の
だ
。

　
首
都
ハ
ノ
イ
市
で
は
、
今
後
、
こ
う

し
た
問
題
が
一
層
深
刻
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
都
市
化
の
進
展
や
周
辺
自

治
体
と
の
合
併
に
伴
い
、
人
口
が
２
０

０
０
年
の
２
７
４
万
人
か
ら
、
２
０
１

０
年
に
は
６
５
６
万
人
に
増
加
。
２
０

２
０
年
に
は
８
０
０
万
人
規
模
に
拡
大

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
事
態

が
深
刻
化
す
る
前
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
、
同
国
政
府
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し

て
、
２
０
５
０
年
ま

で
を
目
標
に
ハ
ノ
イ

市
に
８
路
線
か
ら
な

る
都
市
鉄
道
を
整
備

す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
５
年
前
に
策
定

し
た
。

　
現
在
、こ
の
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
て
、
３

路
線
で
建
設
事
業
が

始
ま
っ
て
い
る
。
日

本
が
支
援
す
る
２
号
線
、
中
国
が
支
援

す
る
２
Ａ
号
線
、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

や
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
が
支
援
す
る

３
号
線
だ
。
こ
の
よ
う
に
路
線
ご
と
に

ド
ナ
ー
国
が
異
な
る
状
況
に
つ
い
て
、

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト

ロ
）・
鉄
道
本
部
の
川
上
邦
雄
さ
ん
は
、

あ
る
問
題
を
指
摘
す
る
。「
ド
ナ
ー
国

に
よ
っ
て
規
格
や
仕
様
が
異
な
る
路
線

が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ば
ら

ば
ら
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

運
賃
設
定
や
安
全
基
準
が
異
な
っ
た

り
、
乗
り
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

か
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
が
生
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じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
」。

　
そ
こ
で
、
各
路
線
を
一
元
的
に
運
営
・

維
持
管
理
す
る
組
織
の
設
立
が
急
務
と

な
っ
た
。
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
ハ
ノ
イ

市
が
目
を
付
け
た
の
が
、
銀
座
線
や
丸

ノ
内
線
な
ど
９
本
の
路
線
を
運
営
し
て

い
る
東
京
メ
ト
ロ
だ
。「
２
０
１
２
年

に
ハ
ノ
イ
市
の
タ
オ
市
長
が
来
日
し
た

際
に
、
私
た
ち
の
地
下
鉄
を
視
察
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
、
管

理
体
制
が
素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ
、
ハ

ノ
イ
に
も
同
じ
よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
と
要
請
さ
れ
た
こ
と
が
そ
も

そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
」
と
川
上
さ
ん
。

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
い

鉄
道
事
業
者
が
で
き
る
こ
と

バ
イ
ク
天
国
が
抱
え
る
問
題

そ
の
救
世
主
と
な
る
か

非
常
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
日
本
式
の

鉄
道
の
強
み
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
川

上
さ
ん
。
指
導
の
際
に
は
、
価
値
観
の

押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
常
に
心

掛
け
て
い
る
と
い
う
。「
例
え
ば
、
日

本
式
の
特
徴
で
あ
る
定
時
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
際
、〝
決
ま
っ
た
時
刻
で
運

行
す
る
よ
り
、
次
の
列
車
が
す
ぐ
に
来

る
ほ
う
が
大
切
〞と
い
う
意
見
も
あ
り
、

定
時
性
に
対
す
る
評
価
は
あ
ま
り
高
く

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
違
い
を
尊
重
し
て
、
そ
の
国
や
地

域
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
２
年
以
上

が
経
過
し
た
昨
年
６
月
、
つ
い
に
、
運

営
会
社
と
な
る
「
ハ
ノ
イ
メ
ト
ロ
カ
ン

パ
ニ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

複
数
の
路
線
間
で
共
通
の
運
賃
制
度
を

設
け
る
と
い
う
日
本
側
の
提
案
も
検
討

さ
れ
て
い
て
、
一
元
的
か
つ
円
滑
な
運

営
を
行
う
た
め
の
基
盤
は
着
実
に
整
い

つ
つ
あ
る
。「
鉄
道
を
市
民
の
足
と
し

て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
バ
イ
ク
に

劣
ら
な
い
よ
う
に
利
便
性
を
い
か
に
高

め
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
設
備
を
導
入
し
た
ら
終
わ
り
で
は

な
く
、
現
地
の
人
た
ち
の
手
で
持
続
的

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
川

上
さ
ん
は
語
る
。

　
鉄
道
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
〝
人
〞

に
寄
り
添
っ
た
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の

温
か
な
協
力
関
係
が
続
い
て
い
る
。

プロジェクトチームと現地の
関係者の間では、定期的に
協議が重ねられている

大量のバイクや車がひしめくハノイ市内の様子
（撮影：永武ひかる）

東京メトロ池袋駅で行われた研修
の様子。駅の設備や運行管理な
どについて駅員が説明した

東京メトロの車両工場でも研修が行われた

こ
う
し
て
、
翌
年
に
始
ま
っ
た
運
営
組

織
の
設
立
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
東
京
メ
ト
ロ
が
全
面
的
に
協
力
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ハ
ノ
イ
市
で
は
、
都
市
鉄
道
の
運
営

は
初
め
て
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
ま
ず
必

要
と
な
る
の
が
現
地
の
人
材
育
成
だ
。

東
京
メ
ト
ロ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
総
務
、
運
行
、
車
両
、

運
輸
、
電
気
な
ど
、
鉄
道
の
運
営
に
必

要
な
各
部
門
の
専
門
家
14
人
を
呼
び
集

め
た
。
彼
ら
は
「
現
地
作
業
チ
ー
ム
」

と
し
て
、
現
地
の
職
員
に
対
し
て
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
行
う
。
一
方
、
全

体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
、
現
地
の

関
係
者
と
の
交
渉
な
ど
を
、
川
上
さ
ん

ら
５
人
か
ら
な
る
「
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
チ
ー
ム
」
が
行
う
。「
タ
オ
市
長

と
の
約
束
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、

会
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
川
上
さ
ん
の
言
葉
に
も
熱
が
こ
も

る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
東
京
メ
ト
ロ

の
施
設
を
使
っ
た
研
修
も
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
現
地
の
職
員
は
、
朝
の
出
庫

か
ら
始
ま
り
、
車
両
の
運
転
業
務
、
本

社
業
務
、
そ
し
て
運
行
を
終
え
て
車
庫

に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
一
日
の
流
れ
を

見
学
し
た
。
さ
ら
に
、
夜
は
実
際
の
乗

務
員
と
同
じ
よ
う
に
、
駅
で
の
泊
ま
り

勤
務
も
体
験
し
た
。「
整
然
と
し
た
運

行
や
乗
客
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
を
見
て
、

ハノイ

from ベトナム

Viet Nam

朝の通勤時間。電車や地下鉄を乗り継いで、会社へと向かう。
必要な物は１枚のＩＣカード、ただそれだけだ。
日本では当たり前のシステムだが、海外に目を向けるとそうではない。
国内初となる都市鉄道の建設が進むベトナムでは、
複数の路線を一元的に運営する組織づくりが始まっている。

円滑な運営を自分たちの手で

ハノイ市都市鉄道の路線計
画図。現在はこのうち３路線
で建設事業が進んでいる
（出典：ベトナム政府資料）
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　「
右
よ
し
！
左
よ
し
！
前
よ
し
！
」。

乾
期
の
晴
れ
渡
っ
た
爽
や
か
な
朝
の
空

気
を
割
い
て
、
元
気
な
掛
け
声
が
響
き

渡
る
。
こ
こ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の

都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
北
東
へ
車
を
２
時

間
半
走
ら
せ
た
古
都
バ
ゴ
ー
近
く
の
ミ

ョ
オ
シ
ャ
オ
踏
切
。
お
そ
ろ
い
の
蛍
光

色
の
安
全
ベ
ス
ト
を
羽
織
り
、
赤
い
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
26
人
の
鉄
道
技

術
者
が
、
今
日
の
作
業
内
容
と
手
順
を

確
認
し
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
差
し
喚

呼
に
続
い
て
全
員
で
復
唱
し
な
が
ら
、

安
全
確
保
を
誓
う
。
作
業
が
始
ま
る
と
、

ウ
ィ
ー
ン
と
低
く
う
な
る
モ
ー
タ
ー
音

と
、
線
路
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
バ
ラ
ス

ト
と
呼
ば
れ
る
砂
利
を
突
き
固
め
る
タ

イ
タ
ン
パ
ー
の
「
ガ
ガ
ガ
ガ
」
と
い
う

振
動
音
で
、
辺
り
は
一
気
に
喧
騒
に
包

ま
れ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
鉄
道
は
、
英
国
統
治

下
に
置
か
れ
て
い
た
1
8
7
7
年
に
最

初
の
区
間
が
建
設
さ
れ
、
独
立
後
も
少

数
民
族
対
策
や
国
内
統
一
の
観
点
か
ら

延
伸
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
総
延
長

距
離
は
約
６
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

そ
の
一
方
で
、
保
線
や
改
修
の
た
め
の

作
業
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
レ
ー
ル
が
老
朽
化
し
て
明
ら

か
に
波
打
っ
て
い
た
り
、
枕
木
が
む
き

出
し
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
な
ど
、
線
路

の
整
備
状
況
は
悪
く
、
脱
線
や
衝
突
事

故
は
年
間
６
５
０
件
を
超
え
る
。
少
し

で
も
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
人
々
は
飛

行
機
や
バ
ス
、
自
家
用
車
で
移
動
す
る

よ
う
に
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
て
乗

り
心
地
も
悪
い
鉄
道
は
、い
つ
し
か
「
貧

し
い
人
の
乗
り
物
」
と
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
こ
の
国
の
鉄
道
を
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
よ
う
と
、
安
全
性
と
定
時
性
を

誇
る
日
本
の
鉄
道
を
支
え
て
き
た
保
線

管
理
の
技
術
を
伝
え
る
協
力
が
２
０
１

３
年
夏
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、
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ヤ
ン
ゴ
ン
近
郊
だ
け
で
な
く
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
各
地
で
鉄
道
の
維
持
管
理
に
携
わ

る
実
務
者
た
ち
が
数
十
人
ず
つ
集
め
ら

れ
、
１
カ
月
間
の
集
中
訓
練
を
受
け
た
。

開
始
当
初
は
、
長
年
、
日
本
の
保
線
現

場
に
立
っ
て
き
た
鉄
道
技
術
者
が
数
人

呼
ば
れ
、
枕
木
の
交
換
方
法
か
ら
バ
ラ

ス
ト
の
敷
き
方
、
タ
イ
タ
ン
パ
ー
の
扱

い
方
ま
で
、
文
字
通
り
、
手
取
り
足
取

り
の
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

日
も
、
雨
が
叩
き
付
け
る
蒸
し
暑
い
日

も
、
毎
朝
変
わ
ら
ず
作
業
の
現
場
に
立

ち
続
け
た
一
人
の
日
本
人
技
術
者
が
い

る
。
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
J
I
C
）

技
術
本
部
の
小
松
博
史
部
長
だ
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
来
、
２
年
10
カ
月
の

２
年
10
カ
月
の
、そ
の
先
へ

地
道
な
協
力
が
育
ん
だ
も
の

教
え
子
は
６
０
０
人

現
場
に
立
ち
続
け
た
日
本
人

が
顔
を
そ
ろ
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

績
に
つ
い
て
総
括
し
た
後
、
小
松
さ
ん

が
静
か
に
話
し
始
め
た
。「
２
年
半
、

毎
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
鉄
の
方
々
と
一

緒
に
作
業
し
、
彼
ら
の
熱
心
さ
と
学
ぶ

力
に
感
動
し
ま
し
た
。
同
じ
鉄
道
技
術

者
と
し
て
、
一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
」。
そ
の
言
葉

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
に
翻
訳
さ
れ
た
途

端
、
わ
ぁ
っ
と
拍
手
が
広
が
り
、
堰
を

切
っ
た
か
の
よ
う
に
両
国
の
関
係
者
が

次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
感
謝
と
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
口
に
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

光
が
差
し
込
ん
だ
か
の
よ
う
に
会
議
室

が
華
や
い
だ
の
は
、
筆
者
の
気
の
せ
い

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
各
国
か
ら
の
支
援
や
民
間
投
資
が
殺

到
し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
急
ピ

ッ
チ
で
進
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
中
で
も
鉄

道
は
、
今
後
、
急
成
長
が
見
込
ま
れ
る

巨
大
市
場
で
あ
る
だ
け
に
、
参
入
を
狙

う
国
々
が
早
く
も
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
が
、
将
来
を
見
据
え
た
こ
の
地
道
な

保
線
の
技
術
指
導
は
、
他
国
に
類
を
見

な
い
日
本
独
自
の
協
力
だ
。

　
日
本
人
が
前
線
で
実
際
に
作
業
を
す

る
の
は
最
初
だ
け
。
現
場
で
指
導
者
を

育
成
し
た
後
は
、
彼
ら
の
中
で
の
共
有

を
見
守
る
―
―
。
そ
ん
な
思
想
の
下
、

あ
た
た
か
く
突
き
放
し
な
が
ら
現
地
に

寄
り
添
い
続
け
た
日
本
の
鉄
道
技
術
者

た
ち
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
地
で
育
ま
れ

た
両
国
の
鉄
道
員
の
絆
が
、
こ
の
国
の

鉄
道
を
再
生
す
る
原
動
力
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

今年1月、バゴーで最後の現場研修が行
われた。これまでに研修を受けた技術者が
指導役となり、新メンバーにタイタンパーの
使い方を指導する

プロジェクト当初は、東日本の各地で長
年、保線現場に立ってきた日本人技術者
たちが数人、日本から呼ばれて指導にあ
たった（2013年10月）

作業を始める前には、全員で指差し喚呼しながら
安全確保を誓う

間
に
小
松
さ
ん
の
下
を
巣
立
っ
て
い
っ

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
技
術
者
は
約
６
０
０

人
に
上
る
。

　
そ
ん
な
小
松
さ
ん
は
、
こ
の
日
、
半

年
前
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
研
修
を
受
け
た
メ

ン
バ
ー
が
新
メ
ン
バ
ー
の
指
導
に
あ
た

る
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
、
真
っ
黒
に

日
焼
け
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い

た
。
ひ
と
き
わ
て
き
ぱ
き
と
指
示
を
出

し
て
い
た
ア
ウ
ン
ゾ
ー
ミ
ン
さ
ん
は
、

「
半
年
前
に
指
導
を
受
け
た
お
か
げ
で
、

保
線
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
で

は
週
に
２
回
、
タ
イ
タ
ン
パ
ー
を
使
っ

て
線
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
胸
を
張
る
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
と
首
都
ネ
ピ
ド
ー
、
そ
し

て
北
部
の
マ
ン
ダ
レ
ー
を
結
ぶ
約
６
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
鉄
道
の
改
修

や
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
を
走
る
環
状
鉄
道
の

改
良
、
ヤ
ン
ゴ
ン
中
央
駅
の
信
号
シ
ス

テ
ム
の
供
与
な
ど
、
こ
の
国
の
鉄
道
の

近
代
化
に
向
け
て
次
々
と
協
力
を
打
ち

出
し
て
い
る
日
本
。
中
で
も
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、「
顔
の
見
え
る
協
力
」

と
し
て
現
地
で
も
す
っ
か
り
名
物
と
な

っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
春
で
協
力
が

終
了
す
る
。冒
頭
の
バ
ゴ
ー
の
作
業
も
、

こ
の
日
が
最
後
の
現
場
研
修
だ
っ
た
。

　
２
日
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返

る
た
め
の
会
議
が
首
都
ネ
ピ
ド
ー
で
開

か
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
鉄
や
J
I
C

A
、
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
ら

ゆ
が
ん
だ
レ
ー
ル
に
、
む
き
出
し
の
枕
木
。

「
あ
ば
れ
馬
の
よ
う
だ
」
と
さ
え
言
わ
れ
る
劣
悪
な
乗
り
心
地
。

そ
ん
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
鉄
道
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と

暑
い
日
も
、
雨
の
日
も
、
男
た
ち
は
線
路
の
上
で
汗
を
流
し
た
。

「
日
本
人
が
帰
っ
て
も
残
る
技
術
の
伝
達
」
と
い
う
思
想
の
下
、

両
国
の
鉄
道
技
術
者
同
士
が
真
剣
勝
負
で
挑
ん
だ
日
々
に

日
本
の
技
術
協
力
の
真
髄
が
あ
っ
た
。

大
地
に
根
付
く
技
術
と
絆

作業が終わり、ほっと一息つく
小松さん（左から４人目）とミャ
ンマー人技術者たち。鉄道員
同士の絆で結ばれている

激励代わりの汽笛を鳴らして通り過ぎる列車にあいさつする技術者たち
（2013年10月） バゴー

ヤンゴン
ネピドー

け
ん
そ
う

せ
き

from ミャンマー

Myanmar
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特集 鉄道物語
日本と世界の鉄道員

日本の列車
豪華寝台列車の登場や、電子看板の導入など、
進化し続けている日本の鉄道。
その裏でひっそりと役割を終えた列車は、
実は海を越えて今も活躍している。
現地の人々を乗せて走る日本の列車を、世界各地から集めた。

車両の日本語表示も残っている内装も全て東京を走っていたときのままだ昔のままの塗装で走る元丸ノ内線車両。
行き先はスペイン語で表示されている

アルゼンチン

東京メトロの車両が、ジャカルタの人たちを運ぶ。
行き先の表示は日本語のままになっている

インドネシア

伊勢鉄道の車両は、今は特別車両として重宝
されている

日本製車両を入れ替える際に使われる小型機関車朝ドラで名をはせた「あまちゃん列車」もヤンゴ
ンの街を走っている

ＪＲ東日本の203系は、現在、フィリピンの主力
車両として活躍している （撮影：白川淳）

JRのブルートレインを輸入し、マニラ～ナガ間約400キロを一晩で結ん
だ、フィリピンの「ビコール急行」 （撮影：白川淳）

フィリピン
フィリピン国鉄の路線は非電化のため、日本から送られた列車はどれも
機関車や気動車が動かしている。

マニラのトゥトゥバン駅に到着した、JR東日本の
キハ52形気動車 （撮影：白川淳）

東急線を走っていたステンレス製の車両 「Kereta Khusus Wanita（女性専用列車）」
と書かれた車両

日本では昨年に廃止されたブルートレインが、タイ
では今も現役だ （撮影：白川淳）

タイ
日本では全て引退した寝台列車「ブルートレイン」が今も走っているのが
タイ国鉄だ。それ以外にも寝台列車が国内の都市を結んでいる。

ディーゼル車両の国鉄キハ58系。非電化の路線には、こうしたディーゼル
エンジンで走る気動車が欠かせない （撮影：白川淳）

日本製の寝台列車もある。こちらは東急車輛が
作ったもの

ミャンマー
市場開放が始まり、急速な経済発展の道を歩むミャンマー。非電化の路線
も多いため、日本のディーゼル機関車DD51などが活躍している。

世界で活躍！ 

1913年開業のブエノスアイレスの地下鉄は、実は東京で最初の地下鉄・銀
座線のお手本ともなった。今では、銀座線の次に古い丸ノ内線の車両が現
地の地下鉄を走っていて、アルゼンチンの知恵が里帰りした形だ。

JR、私鉄、地下鉄など、日本でもおなじみのさまざまな車両が数多く走る
ジャカルタ。中には、行き先表示が日本語のまま運行しているものも。



　
ま
ず
初
め
に
組
み
立
て
る
の
は
、
長
さ
20

メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
台
座
。
そ
こ
に
、
窓
枠
や
屋
根

を
取
り
付
け
る
。
塗
装
や
配
線
作
業
、
内
装

品
の
整
備
を
行
い
、
最
後
に
台
車
を
取
り
付

け
た
ら
、
な
じ
み
の
あ
る
鉄
道
車
両
の
完
成

だ
。
昨
年
11
月
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
16
カ
国
か
ら
来
日
し
た
19
人
の
鉄
道
関
係

者
が
、
日
本
の
製
造
現
場
で
培
わ
れ
て
き
た

こ
の
精
巧
な
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
、
高

い
関
心
を
示
し
た
。

　
こ
れ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
毎
年
行
っ
て
い
る
研

修
の
一
幕
だ
。
車
両
の
製
造
の
他
に
も
、
軌

道
整
備
、
信
号
シ
ス
テ
ム
、
沿
線
開
発
な
ど
、

鉄
道
関
連
の
事
業
を
幅
広
く
伝
え
る
た
め
、

昨
年
は
国
内
企
業
11
社
が
約
１
カ
月
間
に
わ

た
る
研
修
に
協
力
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
社

が
、
車
両
や
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
総
合
車
両
製
作
所（
J
｜
T
R
E
C
）だ
。

横
浜
市
に
あ
る
本
社
を
訪
れ
る
と
、
組
み
立

て
が
終
わ
り
、
検
査
や
試
験
を
待
つ
さ
ま
ざ

ま
な
鉄
道
事
業
者
の
車
両
が
並
ん
で
い
た
。

　「
私
た
ち
の
会
社
の
強
み
は
、
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
車
両
で
す
。
こ
ち
ら
に
保
存
さ
れ
て
い

る
車
両
も
、
1
9
5
8
年
に
こ
こ
で
製
作
さ

れ
た
も
の
で
す
」。
正
門
の
近
く
で
、技
術（
設

計
）
部
長
の
西
垣
昌
司
さ
ん
が
紹
介
し
て
く

れ
た
の
は
、
日
本
初
の
ス
テ
ン
レ
ス
電
車
。

隣
に
は
、
０
系
新
幹
線
の
先
頭
部
分
も
保
存

さ
れ
て
い
て
、
海
外
か
ら
訪
れ
た
研
修
員
た

ち
の
記
念
撮
影
の
場
所
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
。

　
海
外
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
も
展
開
し
て
い
る
同

社
は
、
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
な
ど
に
車
両

を
輸
出
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、
初
め
て
日

本
製
が
採
用
さ
れ
た
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
都
市

鉄
道
「
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ン
」
の
車
両
を
手
掛

け
た
。「
先
日
、
や
っ
と
最
後
の
車
両
が
出
荷

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
バ
ン
コ
ク
は
年
間
を

通
じ
て
気
温
が
高
い
の
で
、
座
席
の
素
材
に

は
布
で
は
な
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
た
り
、

冷
房
装
置
の
容
量
を
大
き
く
し
た
り
と
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
西
垣
さ
ん
は
話
す
。

　
ル
ー
ツ
と
な
る
東
急
車
輛
製
造
株
式
会
社

の
時
代
か
ら
数
え
て
、
70
年
間
で
２
万
両
を

超
え
る
車
両
の
製
造
を
手
掛
け
て
き
た
同
社

に
は
、
熟
練
技
術
者
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
数

多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
こ
れ
か
ら
鉄
道
需
要
が
高
ま
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
開
発
途
上
国
の
人
た
ち
に
伝

え
て
い
こ
う
と
、
10
年
以
上
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
研
修
に
協
力
し
て
い
る
の
だ
。

　
昨
年
の
研
修
で
は
、「
鉄
道
車
両
の
受
注

か
ら
納
入
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
垣
さ
ん

が
講
義
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
研
修
で
は
、

車
両
の
特
徴
や
製
造
工
程
な
ど
技
術
的
な
面

に
特
化
し
た
内
容
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
、

受
注
を
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
定
め
た
の
に
は

理
由
が
あ
る
と
い
う
。「
製
造
が
始
ま
る
前

に
も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
受
注
の
契
約
を
結
ん
だ

時
点
で
、
車
両
の
規
格
や
仕
様
な
ど
は
決
ま

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
顧
客
と
の
間
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
お
互
い

に
目
指
す
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
」。

　
例
え
ば
、
事
前
の
調
査
を
入
念
に
行
い
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
。

納
期
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
既
存
の
車
両
を

ベ
ー
ス
と
し
た
設
計
を
提
案
す
る
こ
と
。
パ

ー
プ
ル
ラ
イ
ン
の
座
席
や
冷
房
装
置
の
よ
う

に
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
仕
様
を
変
更
す
る

契
約
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

長
年
の
経
験
と
実
績
を
生
か
す

こ
と
な
ど
、
受
注
の
契
約
ま
で
に
心
掛
け
る

べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。
講
義
の
あ

と
、
研
修
員
は
工
場
へ
と
移
動
し
、
車
両
が

完
成
す
る
ま
で
の
製
造
の
流
れ
を
実
際
に
見

学
し
た
。

　
実
は
、
中
学
校
の
技
術
と
高
校
の
工
業
の

教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
西
垣
さ
ん
。
研
修

で
は
、
毎
回
の
よ
う
に
講
師
を
任
さ
れ
て
い

る
。「
分
か
り
や
す
い
講
義
に
な
る
よ
う
に
、

な
る
べ
く
専
門
用
語
は
使
わ
ず
、
研
修
員
の

顔
を
見
な
が
ら
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答
に
な
る
と
、
時
間
が
足
り
な
く
な

る
ほ
ど
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
大
変
で
も

あ
る
ん
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
国
に
鉄
道
を

導
入
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

　
鉄
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
利
便
性
の

向
上
、
国
の
経
済
発
展
、
環
境
問
題
の
解
決

な
ど
、
途
上
国
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
西
垣
さ
ん
は
、「
速
く

て
安
全
で
正
確
な
日
本
の
鉄
道
を
移
植
す
る

こ
と
は
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
も
、
今
後
、
研

修
を
通
じ
た
海
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、

よ
り
多
く
の
国
に
私
た
ち
自
慢
の
ス
テ
ン
レ

ス
車
両
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
気
込
む
。
最
後
に
、
西
垣
さ
ん
に
と
っ

て
の
鉄
道
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
私
自
身
は
、

列
車
に
乗
っ
て
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
好
き
な

〝
飲
み
鉄
〞
な
ん
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
意
欲
に
満
ち
た
表
情
で
工
場
を
後
に
し
た

研
修
員
た
ち
。
人
々
の
希
望
を
乗
せ
た
鉄
道

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
を
走
る
日
が
来
る
の

が
楽
し
み
だ
。

車体の溶接作業の様子。車体の大きさに毎回多くの研修員が驚くという

鉄道車両にかける情熱の輪を
私たちの生活になくてはならない鉄道。

一つの車両を作り上げるまでには、多くの時間、そして熟練した技術を要する。
鉄道需要が高まる開発途上国に、設計から製造までの技術やノウハウを伝えているのは、

ステンレス車両のトップメーカーとして走り続けてきた横浜市の企業だ。

（J-TREC）

日本初のステンレス電車の前で
記念撮影を行う研修員たち

株式会社総合車両製作所

J-TRECが手掛ける次世代ステンレス
車両のブランド「sustina」。これを世界
に広めていくことを目指している

講義に熱心に耳を傾ける研修員たち。車両の製造期間や費用について質問する人が多いという

研修で講師を務める技術（設計）部長の西垣昌司さ
ん。分かりやすさを第一に、テーマや内容も毎回思案
している

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

神奈川県
横浜市
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国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
路
面
電
車
の
中
古
車
両

を
走
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
路
面
電
車
の
博

物
館
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
回
譲
渡
さ
れ

た
３
両
の
う
ち
、
１
９
５
０
年
製
造
の
１
両
は

大
阪
か
ら
、
１
９
６
３
年
製
造
の
２
両
は
福
岡

か
ら
広
島
に
移
っ
て
き
た
も
の
だ
。
広
島
の
復

興
を
支
え
て
50
年
以
上
も
走
っ
て
き
た
〝
お
古
〞

の
車
両
を
、
今
、
な
ぜ
海
外
に
送
る
の
か
。
６

年
生
の
「
国
際
学
習
」
の
授
業
は
、
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。　

　
ど
う
せ
送
る
な
ら
、
最
新
鋭
の
車
両
を
送
っ

た
方
が
喜
ば
れ
る
し
、
日
本
の
技
術
の
高
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
る
の
で
は
。
そ
ん
な

疑
問
を
手
掛
か
り
に
、
千
田
小
学
校
の
６
年
生

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
歴
史
や
、
鉄
道
な
ど
イ
ン
フ

ラ
の
状
況
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
あ
え
て
古
い
車

両
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
送
る
の
は
、
市
内
交
通
の

運
営
経
験
が
浅
く
、
最
新
鋭
車
両
の
運
用
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
は
、

部
品
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し
や
す

く
、
使
い
や
す
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
広
島
電
鉄

で
は
技
術
者
を
現
地
に
派
遣
し
た
り
、
ミ
ャ
ン

４
年
生
で
必
ず
学
ぶ
話
で
も
あ
る
。

　「
町
が
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
戦
後
は

原
爆
症
や
被
爆
者
へ
の
偏
見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
市
民
が
団
結
し
た
こ
と
が
、
今

の
広
島
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。
そ
う
語
る

庄
野
校
長
は
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界
を
考
え
る

と
き
に
、
遠
い
よ
そ
の
国
で
起
き
て
い
る
〝
ひ

と
ご
と
〞
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分
と
つ
な
が

っ
て
い
る
〝
わ
が
こ
と
〞
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
と
、「
国
際
教
育
」
の
授
業
に
つ
い
て

他
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
題
材
を
探
し
て
き

た
。

　
現
在
の
ヒ
ロ
デ
ン
は
、
自
社
車
両
の
ほ
か
、

　「
ヒ
ロ
デ
ン
は
単
に
広
島
市
民
の
足
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
原
爆
被
害
か
ら
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
の
で
す
」。
千
田
小
学
校
の
庄

野
英
憲
校
長
は
、
そ
う
説
明
す
る
。
原
爆
が
広

島
市
内
を
焼
き
尽
く
し
て
か
ら
３
日
後
に
は
一

部
の
運
行
を
再
開
し
た
ヒ
ロ
デ
ン
の
逸
話
は
、

〝
75
年
間
は
草
木
も
生
え
な
い
〞
と
言
わ
れ
た

惨
劇
か
ら
奇
跡
的
な
復
興
を
遂
げ
た
広
島
市
の

歴
史
を
象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
語
り

継
が
れ
て
い
る
。
広
島
市
の
小
学
校
で
は
、
３
、

マ
ー
国
鉄
職
員
の
研
修
を
受
け
入
れ
た
り
す
る

な
ど
、
人
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
情
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
目

か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
内
容
で
、10
時
間
の
「
国

際
学
習
」
の
中
で
一
番
面
白
か
っ
た
と
答
え
る

児
童
も
い
た
。

　
庄
野
校
長
は
、
授
業
に
向
け
た
調
査
の
中
で
、

国
際
協
力
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。「
新
し
い
も
の
、
お
金
の

掛
か
る
も
の
を
贈
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が

大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
、
ま
た
大
切
に
使
っ

て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
、
こ
れ
か

ら
の
国
際
協
力
で
は
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　
授
業
を
担
当
し
た
の
は
、
６
年
生
の
担
任
を

し
て
い
る
徳
山
実
苗
先
生
、
福
島
泰
治
先
生
、

内
田
友
和
先
生
の
３
人
だ
。
内
田
先
生
は
、「
６

年
生
の
国
際
学
習
の
テ
ー
マ
は
〝
世
界
の
平
和

と
日
本
の
役
割
〞
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
身
近

に
あ
る
も
の
か
ら
国
際
協
力
を
考
え
ら
れ
る
授

業
に
し
た
い
と
思
い
、
材
料
を
探
し
て
い
る
と

き
に
、
ヒ
ロ
デ
ン
車
両
の
譲
渡
の
ニ
ュ
ー
ス
が

耳
に
入
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
国
際
学
習
で
は
他
に
も
、
プ
ロ
野
球
の
広
島

東
洋
カ
ー
プ
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
、
内
戦
を

経
験
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
で
野
球
を
通
し
て
復
興

を
後
押
し
し
て
い
る
話
題
も
紹
介
。「
野
球
は

ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
の
願
い
に
応
え
ら
れ
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
調
べ
た
り
、
議
論
を
深
め
た
り
し

た
。「
設
立
当
初
の
資
金
難
を
乗
り
越
え
、
市

民
球
団
と
し
て
定
着
し
た
カ
ー
プ
は
、
ヒ
ロ
デ

ン
と
同
様
に
市
民
を
力
づ
け
て
き
た
広
島
の
シ

最
新
鋭
の
車
両
で
は
な
く

〝
お
古
〞を
送
る
の
は
な
ぜ
？

ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
つ
な
ぐ

新
し
い
時
代
の
協
力
へ

平和への思いを発信する原爆ドーム。平和記念
公園には、海外からも多くの訪問者がある

朝、線路を横切って登校する子どもたち。ヒロデンはとても身近な存在だ

［上］なぜ古い車両を送るのかを知るために、ミャンマーの状況を学ぶ
［右下］カープの野球指導はスリランカの平和のためになるか、それぞれの考えをもとに議論した
［左下］授業の最後には、日本から、広島からどんな協力や発信ができるのかを考えた

ヒ
ロ
シ
マ
の

心
を
運
ぶ
路
面
電
車

広
島
市
民
の
足
と
し
て
愛
さ
れ
る
路
面
電
車 
〝
ヒ
ロ
デ
ン
〞。

広
島
市
立
千
田
小
学
校
で
は
、
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
旧
型
車
両
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
送
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

世
界
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
始
ま
っ
た
。

ン
ボ
ル
で
す
。
ヒ
ロ
デ
ン
や
カ
ー
プ
を
通
し
て
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
の
復
興
へ
の
意
欲
や
相
互

理
解
な
ど
の
〝
心
の
支
援
〞
の
大
切
さ
や
、
自

分
た
ち
が
国
際
協
力
を
担
う
一
員
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
平
和
都
市
・
広
島
が
世
界
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
ん
で

す
」
と
、
内
田
先
生
は
強
調
す
る
。

　
広
島
な
ら
で
は
の
国
際
協
力
を
取
り
上
げ
た

こ
の
授
業
。
千
田
小
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

毎
年
、
ヒ
ロ
デ
ン
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ー
プ
と

ス
リ
ラ
ン
カ
の
協
力
を

追
い
か
け
、
身
近
な
国

際
協
力
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
予
定
だ
。

　
厳
島
神
社
と
原
爆
ド

ー
ム
、
二
つ
の
世
界
遺

産
を
持
つ
広
島
市
は
、

日
本
の
都
市
の
中
で
も

世
界
的
に
知
名
度
が
高

い
町
の
ひ
と
つ
だ
。
戦

火
か
ら
の
復
興
を
遂
げ

た
町
と
し
て
、
ま
た
、

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
町
と
し
て
、
世
界
が
広
島
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
そ
の

こ
と
を
感
じ
、
世
界
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
国
際
協
力
に
向
か
う
意
識
も
変
わ
っ

て
行
く
だ
ろ
う
と
、
先
生
た
ち
は
期
待
し
て
い

る
。

　
原
爆
ド
ー
ム
と
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
平
和
記

念
公
園
に
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
姿
も

目
立
つ
。
ヒ
ロ
シ
マ
は
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い

る
―
―
そ
の
自
覚
が
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材

を
育
て
て
い
く
。

connect with

ミャンマー

Myanmar

世界とつながる
教室
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く
な
い
よ
う
に
子
ど
も
を
お
泊
ま
り
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
か
と

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
や
り
過
ぎ
で
は
と

思
う
く
ら
い
に
面
倒
見
が
い
い
人
た
ち
で
す
」
と
、
杉
原
千

鶴
さ
ん
は
語
る
。

　
杉
原
さ
ん
が
土
木
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
バ
ヌ

ア
ツ
最
大
の
島
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
島
。
83
の
島
々
か

ら
な
る
バ
ヌ
ア
ツ
の
北
西
部
に
位
置
し
、
同
国
最
高
峰
の
タ

ブ
ウ
ェ
マ
サ
ナ
山
（
標
高
１
８
７
８
ｍ
）
を
擁
す
る
産
業
と

観
光
の
中
心
地
だ
。
島
の
道
路
の
多
く
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
は
な
く
、
砂
利
（
グ
ラ
ベ
ル
）
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
道
路
や
水
道
の
整
備
が
、
杉
原
さ
ん
の
主
な
仕
事
だ
。

　
グ
ラ
ベ
ル
舗
装
で
も
、
重
機
を
使
っ
て
き
ち
ん
と
舗
装
す

れ
ば
、
車
も
ス
ム
ー
ズ
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
重
機
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
点
で
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
杉
原
さ
ん
は
言
う
。

作
業
の
大
き
な
障
害
は
、
モ
ノ
で
は
な
く
、
天
候
だ
。

　「
き
ち
ん
と
舗
装
を
し
て
も
、
ス
コ
ー
ル
が
降
る
と
す
ぐ
水

た
ま
り
が
で
き
て
、
道
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
を
再
び
整
備
し
直
す
の
で
、
ま
る
で
い
た
ち
ご
っ
こ
で

す
」。
季
節
に
よ
っ
て
は
強
い
ス
コ
ー
ル
が
続
く
こ
と
も
あ
り
、

そ
ん
な
と
き
は
作
業
を
や
め
て
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
を
し
て
何
日
も
好
天
を
待
つ
し
か
な
い
。

　
町
か
ら
離
れ
た
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
主
な
仕
事
は
農
業
。

収
穫
物
を
運
搬
す
る
た
め
に
は
車
が
不
可
欠
で
、
道
路
の
整

備
や
延
伸
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
の
生
活
に
直
結
す
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
で
き
れ
ば
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
楽
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
の
機
械
は
首
都
ポ
ー
ト
ビ

ラ
の
あ
る
エ
フ
ァ
テ
島
に
一
台
あ
る
だ
け
で
、
サ
ン
ト
島
ま

で
は
回
っ
て
こ
な
い
。
今
あ
る
機
材
と
予
算
を
使
っ
て
い
か

に
道
路
を
整
備
し
て
い
く
か
。
年
間
計
画
と
、
気
候
の
変
化

や
急
な
予
定
の
変
更
の
間
で
、
杉
原
さ
ん
の
試
行
錯
誤
が
続

く
。

英
語
力
と
積
極
性
で
自
分
の
世
界
を
広
げ

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」を
考
え
る

　
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加
を
決
め
る
前
、
杉
原
さ
ん
は
海

外
で
働
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
農
業

土
木
に
興
味
を
持
ち
、
卒
業
後
は
建
設
会
社
に
入
社
。
土
木
の

専
門
家
と
し
て
経
験
を
重
ね
て
い
る
と
き
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
運
営
す
る
中
村
哲
医
師
の

本
を
読
ん
だ
の
が
、
世
界
に
目
を
向
け
た
き
っ
か
け
だ
。

　
土
木
工
事
は
、
一
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
と
２
年
、

３
年
と
続
き
、
そ
の
間
は
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
。
杉
原
さ

ん
は
30
歳
に
な
る
前
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
段
落
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
応
募
に
踏
み
切
っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
旅
行
で
し
か
海
外
に
出
た
こ
と
の
な
か
っ
た

杉
原
さ
ん
に
と
っ
て
、
開
発
途
上
国
に
長
期
滞
在
し
て
働
く

こ
と
は
、
広
い
視
野
で
世
界
と
日
本
を
考
え
直
す
機
会
に
な

っ
た
。「
バ
ヌ
ア
ツ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
っ
て
い
て
、
英
語
で
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
十

分
な
支
援
の
た
め
に
は
、
専
門
技
術
と
そ
れ
を
説
明
で
き
る

英
語
力
、
周
囲
と
話
し
合
っ
て
互
い
の
理
解
を
深
め
る
積
極

的
な
姿
勢
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
、
驚
き
を
語
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
近
く
に
位
置

し
、
か
つ
て
は
英
仏
に
共
同
統
治
さ
れ
て
い
た
歴
史
か
ら
、

バ
ヌ
ア
ツ
の
人
々
は
英
語
か
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
せ
る
。
ま
た
、

杉
原
さ
ん
が
現
地
の
ビ
ス
ラ
マ
語
で
話
せ
ば
、
職
場
の
誰
も

が
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
と
い
う
。
現
地
の
人
た
ち

も
、
道
路
の
補
修
を
し
て
い
る
と
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
て
く

れ
た
り
、
働
き
過
ぎ
な
い
で
と
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。

「
日
本
の
中
で
完
結
し
て
い
た
自
分
の
世
界
が
、
本
当
に
世
界

と
つ
な
が
り
、
今
後
の
日
本
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
杉
原
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
な

り
の
や
り
方
で
世
界
に
関
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
美
し
い
海
に
お
祭
り
好
き
の
人
た
ち
。
果
物
や
野
菜
が
豊

富
な
常
夏
の
島
。
バ
ヌ
ア
ツ
は
、
日
本
人
が
考
え
る
南
国
の

楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
国
だ
。「
仕
事
で
田
舎
に
行
く
と
、

現
場
近
く
の
村
の
人
た
ち
が
ご
飯
や
庭
に
な
っ
て
い
る
果
物

を
分
け
て
く
れ
る
の
で
、
お
昼
の
食
事
に
は
あ
ま
り
困
り
ま

せ
ん
。
私
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
知
っ
て
、
さ
び
し

1984年、広島県出身。大学で
農業土木を学んだ後、建設会
社に就職。2014年７月から青
年海外協力隊員（土木）として
バヌアツで活動中。

PROFILE

JICA 
Volunteer  

Story

a

SUGIHARA
Chizuru

「
南
国
の
雨
に
負
け
ず
、生
活
を
支
え
る
道
作
り
」

お
祭
り
好
き
で
親
切
な
人
た
ち
が
住
む
、南
の
島
バ
ヌ
ア
ツ
。

観
光
と
農
業
が
盛
ん
な
国
だ
が
、日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
が
整
っ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。

杉
原
千
鶴
さ
ん
に
と
っ
て
、こ
の
国
で
作
る
道
は
、自
分
と
世
界
を
つ
な
ぐ
道
に
も
な
っ
て
い
る
。
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杉
原
　
千
鶴

�
青
年
海
外
協
力
隊
�

a.穴が開いてしまった道路の整備。せっかく整備しても、大雨などで舗装が壊れ、再整備が必要になることが多い
b.現地スタッフと一緒に作業。自分ができそうなことを見つけて積極的に取り組んでいる
c.現地には一通りの道具はそろっている
d.職場の仲間たちと。離れた地域では泊まり込んで道路整備などを行う、熱心な職員が多い

お祭り好きでフレンドリーなバヌアツの人たち

b

d

c

南
太
平
洋
に
花
咲
く
南
国
の
楽
園

ス
コ
ー
ル
が
道
路
整
備
の
障
害
に

バヌアツ



港
湾
や
鉄
道
、空
港
な
ど
人
々
の
生
活

を
支
え
る
運
輸
分
野
を
中
心
に
、国
際

協
力
の
道
を
突
き
進
ん
で
き
た
田
中
賢

子
さ
ん
。海
外
事
務
所
や
国
際
機
関
で

の
勤
務
経
験
を
生
か
し
、開
発
途
上
国
の

経
済
発
展
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

大
学
生
の
こ
ろ
、
第
二
外
国
語
と
し
て
学
ん
で

い
た
中
国
語
の
研
修
で
北
京
を
訪
れ
ま
し
た
。
当

時
、
経
済
が
停
滞
し
て
い
た
日
本
に
比
べ
、
中
国

は
活
気
に
満
ち
て
い
て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
経

験
が
、
国
際
協
力
の
仕
事
を
目
指
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
４
年
生
の
夏
に
は
ベ

ト
ナ
ム
を
縦
断
。
卒
業
論
文
で
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
の

都
市
交
通
政
策
を
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
違
う
分
野
の
政
府
系
金
融
機
関

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
国
際
協
力
の
分
野
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
い
、
退
職
し
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院

で
国
際
開
発
政
策
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
し
た

2
0
0
1
年
、
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
の
は
国
際

協
力
銀
行
（
J
B
I
C
）
で
す
。
以
後
2
0
0
8
年

に
J
B
I
C
の
円
借
款
担
当
部
門
が
J
I
C
A
に

統
合
さ
れ
る
ま
で
、
円
借
款
の
案
件
形
成
・
監
理

や
新
J
I
C
A
の
統
合
準
備
な
ど
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
２
年
間
駐
在
し
た
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ノ
イ
事
務
所
で
は
、
主
に
運
輸
分
野
を
担

当
。
常
時
20
件
以
上
の
案
件
を
抱
え
て
い
た
た
め

多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
が
そ
の
後
の

運
輸
分
野
で
の
業
務
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
は
、J
I
C
A
の
職
員
と
し
て
、

円
借
款
の
事
前
・
事
後
評
価
を
担
当
す
る
評
価
部

や
、
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
部
で
の
業
務
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
部
で
ベ

ト
ナ
ム
担
当
に
な
っ
た
と
き
、
ハ
ノ
イ
事
務
所
時

代
に
運
輸
や
都
市
開
発
分
野
で
一
緒
に
仕
事
を
し

て
き
た
現
地
政
府
の
人
々
と
、
案
件
を
通
じ
て
再

び
協
働
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
幸
運
で
し

た
。

　

現
在
、
社
会
基
盤
・
平
和
構
築
部
で
担
当
す
る

港
湾
や
鉄
道
、
空
港
分
野
に
は
、
日
本
政
府
が
発

表
し
た
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
中
核
と
も
言
え
る
案
件
が
多
く
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
の
高
速
鉄
道
建
設
事
業
も
そ
の
一
つ
で

す
。
イ
ン
ド
政
府
と
J
I
C
A
が
共
同
調
査
を
進

め
る
過
程
で
、
私
も
頻
繁
に
現
地
に
出
張
し
、
相

手
国
政
府
の
要
望
を
聞
き
つ
つ
、
日
本
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
昨
年
12
月
の
日
印
首
脳
会
談
で
、
日
本
の
高

速
鉄
道
の
技
術
と
経
験
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
。
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

運
輸
の
案
件
は
規
模
が
大
き
く
実
施
に
時
間
を

要
し
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
途
上
国
の
社
会
・
経

済
は
変
化
が
速
い
た
め
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
質
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
国
に
本
当
に
必
要
な

も
の
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
難
し
さ
を
相
手
国
と
協
議
し
な
が

ら
乗
り
越
え
、
完
成
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
実
際
に

人
々
が
使
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
す
る
瞬
間
は
、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
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運
輸
分
野
で
国
の
基
盤
づ
く
り
を
支
え
た
い

バングラデシュの鉄道プロジェクトで工事現場を視察する田中さん（中央）

From Headquarters

　

実
は
、
現
在
の
部
署
に
来
る
前
の
３
年
間
は
、

休
職
し
て
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
出
向
し
て
い
た
の

で
す
が
、
配
属
と
な
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
事
務

所
で
も
運
輸
交
通
案
件
の
形
成
や
実
施
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
職
員
が

働
く
国
際
機
関
で
は
、
組
織
内
で
の
日
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
一
方
、
J
I
C
A
が
重
視
す
る
の
は
支

援
先
で
あ
る
途
上
国
に
対
す
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
で
す
。
J
I
C
A
を
外
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
で
、

日
本
の
代
表
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
の
や
り
が

い
を
再
確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、「
人
々
の
希
望
を
叶

え
る
イ
ン
フ
ラ
」
で
す
。
途
上
国
の
人
々
の
顔
を

い
つ
も
忘
れ
ず
に
、
信
頼
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
国
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
を
後
押
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

米国デューク大学で国際開発
政策の修士号を取得。帰国
後、国際協力銀行(JBIC)に入
行。2008年のJICA-JBIC統
合以後はJICA職員として勤
務。アジア開発銀行勤務を経
て昨年より現職。

社会基盤・平和構築部
運輸交通・情報通信グループ

第二チーム

田中 賢子
TANAKA Satoko

ミャンマーの「鉄道安全性・サービス向上プロジェク
ト」の最終合同調整委員会で終了時評価報告書
に署名する両国関係者 

国
際
協
力
へ
の
思
い
、

運
輸
分
野
が
活
躍
の
場
に

相
手
国
に
寄
り
添
う

イ
ン
フ
ラ
支
援
を
目
指
す



　

２
０
０
８
年
か
ら
は
、J
I
C
A
の
職
員
と
し
て
、

人
々
が
使
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
す
る
瞬
間
は
、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
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し
て
、
国
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
を
後
押
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
月
27
日
、
タ
イ
政
府
と
の

間
で
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ

レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
実
施
合

意
文
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

日
本
と
タ
イ
の
協
働
に
よ
り
、
今
後
４
年
間

に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
み
な
ら
ず
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
む
世
界
に
お
け
る

Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｕ
Ｈ
Ｃ
と
は
、
全
て
の
人
が
適
切
な
健
康

増
進
、
予
防
、
治
療
、
機
能
回
復
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
２
０
１
２
年
12
月

の
国
連
総
会
で
国
際
社
会
の
新
た
な
共
通
目

標
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
は
、
昨
年
９
月
に
政
府
が
策
定
し
た
「
平
和

と
健
康
の
た
め
の
基
本
方
針
」
で
政
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
50
年
以
上
に
及
ぶ
日
本

の
健
康
保
険
制
度
運
営
や
高
齢
者
医
療
の
経

験
に
基
づ
き
、
タ
イ
関
係
者
を
日
本
に
招
へ

い
す
る
ほ
か
、
日
本
の
専
門
家
を
現
地
に
派

遣
し
て
技
術
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

タ
イ
は
、
２
０
０
２
年
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
カ
バ
レ
ッ
ジ
制
度
」
を
開
始
し
、
今
日
ま

で
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
の
医
療
保
障
制
度

加
入
を
実
現
し
ま
し
た
。
同
国
は
、
低
、
中

所
得
国
の
中
で
も
早
期
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
達
成
し

た
経
験
を
生
か
し
、
近
年
で
は
積
極
的
に
他

国
へ
の
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
国
内
で
は
、
医
療
費
の
公
的
支
出
増

加
や
、
急
速
な
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
医

療
財
政
の
持
続
性
や
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
さ
ら
に
、
制
度
の
運
営
管
理
の
改

善
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
同
事
業
で
は
、①

高
齢
化
に
対
応
し
た
持
続
的
な
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関

す
る
タ
イ
政
府
へ
の
政
策
提
言
と
、
タ
イ
の

保
健
医
療
に
従
事
す
る
人
材
の
能
力
強
化
、

②
Ｕ
Ｈ
Ｃ
達
成
を
目
指
す
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
各
国
へ
の
支
援
と
学
び
合
い
の
促
進
、③

Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
わ
る
経
験
や
教
訓
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
発
信
―
の
３
つ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

日
本
と
タ
イ
は
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
全
て
の
人
が
基
礎
的
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
世
界
を
目
指

し
、
世
界
の
保
健
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

日・タイがＵＨＣのグローバル展開に協力 01

03東部アフリカの電力供給の安定化に貢献
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
月
15
日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

政
府
と
の
間
で
「
ケ
ニ
ア
―
タ
ン
ザ
ニ
ア

連
系
送
電
線
事
業
」
に
つ
い
て
、
１
１
８

億
４
７
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借
款

貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
２
０
０
０
年
以
降
の
経

済
成
長
率
は
年
率
約
６
％
で
、
電
力
需
要

も
同
約
10
％
伸
び
て
い
ま
す
が
、
発
電

設
備
の
老
朽
化
や
渇
水
時
の
水
力
発
電
量

の
低
下
な
ど
が
原
因
で
需
要
を
満
た
せ

ず
、
社
会
経
済
活
動
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
拡
大
す
る
電
力
需
要

へ
の
対
策
と
し
て
、
安
価
で
安
定
的
な
電

力
を
地
域
内
で
融
通
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
東
ア
フ
リ
カ
で
は
、
豊

富
な
包
蔵
水
力
を
持
つ
エ
チ
オ
ピ
ア
か

ら
、
ケ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
融
通
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ケ
ニ
ア
南
部
の
カ
ジ
ア

ド
郡
イ
シ
ニ
ャ
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
中
部
の
シ

ン
ギ
ダ
州
シ
ン
ギ
ダ
を
結
ぶ
送
電
線
と

関
連
変
電
所
の
整
備
を
通
じ
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
国
内
の
安
定
的
な
電
力
供
給
と
東
部

ア
フ
リ
カ
地
域
の
電
力
融
通
の
促
進
を

目
指
し
ま
す
。

02　北岡理事長がイラクとヨルダンを訪問
　

北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
１
月
25

日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
イ
ラ
ク
と
ヨ
ル
ダ

ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
就

任
後
、
中
東
地
域
を
訪
問
す
る
の
は
初
め
て

で
す
。

　

イ
ラ
ク
は
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
る
財

政
難
や
国
内
避
難
民
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
北
岡
理
事
長
は
、

ア
バ
ー
デ
ィ
ー
首
相
ら
政
府
要
人
と
面
談
し
、

同
国
の
復
興
と
安
定
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
人
材
育
成
を
中
心
と
し
た
支
援
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

自
国
の
人
口
の
１
割
以
上
に
相
当
す
る
シ

リ
ア
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
上
水
道
分
野
の
無
償
資
金
協

力
や
難
民
障
害
者
の
支
援
な
ど
、
包
括
的
な

支
援
を
展
開
し
、
そ
の
負
担
軽
減
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
は
北
岡
理

事
長
に
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
い
て
謝
意
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
北
岡
理
事
長
は
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
、
難
民
女

性
の
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た

ほ
か
、
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
青
年
海

外
協
力
隊
と
面
会
し
て
、
そ
の
活
動
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。 

署名式の様子

パレスチナ難民キャンプの自宅で香水作りを実演する
女性

合意文書の署名を行う池田修一JICAタイ事務所長
（左端）とソポン・メークトン タイ保健省次官（中央）

柳沢香枝JICA理事（前列左）が参加した署名式に
は、武見敬三参議院議員・自民党 国際保健医療戦略
特命委員会委員長（前列右端）をはじめ、両国の政府
関係者らが多数出席した

イ
ン
フ
ラ
支
援
を
目
指
す



　旅
が
好
き
�
特
に
�
鉄
道
に
揺
ら
れ
て

車
窓
を
眺
め
つ
つ
�
そ
の
国
の
自
然
や
文

化
�
人
々
の
暮
ら
し
を
訪
ね
る
の
が
楽
し

く
て
�
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
�
を
生
業
と
し

て
�
は
や
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た
�
世
界
最

長
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
�
北
極
圏
へ
と
向
か

う
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
路
線
�
世
界

最
南
端
の
南
米
の
港
町
の
軽
便
鉄
道
な
ど

な
ど
�
思
い
出
深
い
路
線
は
数
多
い
�
そ

ん
な
私
が
�
今
�
取
材
を
進
め
て
い
る
の

が
�
ア
ジ
ア
各
国
で
活
躍
す
る
懐
か
し
い

日
本
製
車
両
た
ち
で
あ
る
�

　し
�
か
り
と
造
り
込
ま
れ
た
日
本
製
の

車
両
は
�
風
雪
に
耐
え
て
何
十
年
も
走
り

続
け
た
後
も
�
保
守
点
検
が
行
き
届
い
た

状
態
の
た
め
�
整
備
を
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ

活
躍
で
き
る
�
１
９
９
５
年
に
１
３
０
両

を
超
え
る
東
京
の
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
の
車

両
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
譲
渡
さ
れ
て
以

降
�
そ
の
評
判
を
聞
き
及
ん
だ
国
々
か
ら

引
き
取
り
手
が
現
れ
る
よ
う
に
な
�
た
�

こ
う
し
て
�Ｊ
Ｒ
の
電
車
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
�
気
動
車
は
フ
�
リ
ピ
ン
や
ミ
�
ン

マ
�
に
�
ブ
ル
�
ト
レ
イ
ン
は
タ
イ
や
マ

レ
�
シ
ア
な
ど
に
送
ら
れ
�
第
二
の
歴
史

を
歩
ん
で
い
る
�

　フ
�
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市
を
訪
ね
た
の

は
�
３
年
前
の
こ
と
で
あ
る
�
国
鉄
本
社

で
撮
影
許
可
を
取
り
�ト
�
ト
�
バ
ン
︵
マ

ニ
ラ
︶
駅
構
内
に
向

か
う
と
�
そ
こ
に
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
や

�
て
き
た
気
動
車
や

ブ
ル
�
ト
レ
イ
ン
�

そ
れ
に
常
磐
線
の
電

車
な
ど
�
懐
か
し
い

日
本
の
車
両
の
姿
が

並
ん
で
い
た
�

　そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
の
窓
に
は
�
投
石
防

止
の
た
め
�
物
々
し
い
金
網
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
�
路
線
の
一
部
が
�
ス
ラ
ム

街
を
通
り
抜
け
る
た
め
だ
�
実
際
�
列
車

に
乗
り
込
み
車
窓
を
眺
め
て
い
る
と
�
線

路
際
ま
で
家
々
が
建
つ
場
所
が
あ
り
�
国

鉄
が
安
全
運
行
維
持
に
苦
労
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
�

　も
う
ひ
と
つ
�
運
行
の
障
害
と
な
�
て

い
る
も
の
が
�﹁
ス
ケ
�
タ
�
﹂
と
呼
ば
れ

る
ト
ロ
�
コ
だ
�
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ラ
ソ
ル

を
差
し
た
人
力
ト
ロ
�
コ
は
�
列
車
の
本

数
が
少
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
�
国
鉄
の

路
線
上
で
勝
手
に
営
業
し
て
い
る
�
た
だ
�

違
法
と
は
い
え
庶
民
の
足
�
な
か
な
か
撤

去
が
進
ま
な
い
�
事
故
の
危
険
を
回
避
し

な
が
ら
�
日
本
の
中
古
列
車
は
警
笛
も
高

ら
か
に
�
マ
ニ
ラ
市
内
で
走
り
続
け
て
い

る
�　Ｊ

Ｒ
常
磐
線
�
南
武
線
�
東
京
メ
ト
ロ

有
楽
町
線
�
東
急
東
横
線
―
―
な
じ
み
の

白
川  

淳

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
・
鉄
道
史
研
究
家

ア
ジ
ア
で
活
躍
す
る

日
本
の
列
車
を
求
め
て

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

し
ら
か
わ
・
じ
ゅ
ん

１
９
６
４
年
東
京
都
生
ま
れ
。
日
本
や
世
界
の
鉄
道

を
取
材
す
る
ほ
か
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
も
詳
し
い
。
鉄
道

や
野
生
動
物
を
求
め
、
南
極
・
北
極
圏
を
含
む
世
界
各

地
、
１
２
０
以
上
の
国
や
地
域
を
訪
れ
る
。
雑
誌
各
誌

へ
の
執
筆
の
ほ
か
、
T
B
S
系
の
番
組
「
T
H
E 

世

界
遺
産
」
で
鉄
道
関
連
監
修
を
担
当
。
著
書
に
『
全
国

鉄
道
博
物
館
』（
J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）、『
御
召
列

車
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
な
ど
。

電
車
が
�
次
々
と
ホ
�
ム
に
滑
り
込
む
�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
�
カ
ル
タ
は
�
日
本

製
中
古
電
車
の
宝
庫
だ
�
４
年
前
の
訪
問

時
に
は
�
利
用
者
が
線
路
の
上
に
腰
掛
け
�

危
険
な
屋
根
の
上
ま
で
乗
車
し
て
い
た

が
�
日
本
の
冷
房
車
両
を
導
入
し
た
後
は
�

運
転
本
数
を
増
や
す
と
と
も
に
�
駅
に
警

備
員
を
配
置
し
て
安
全
確
保
を
実
施
�
今

で
は
マ
ナ
�
も
向
上
し
�
す
�
か
り
近
代

化
さ
れ
た
�
人
口
１
０
０
０
万
都
市
と
な

�
た
ジ
�
カ
ル
タ
市
民
の
移
動
に
は
�
す

で
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機

関
だ
�

　こ
の
発
展
著
し
い
首
都
圏
鉄
道

の
今
後
を
見
据
え
�
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
鉄
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
技
術
者

を
招
き
�
保
守
点
検
や
整
備
の
技

術
を
磨
い
て
い
る
�
工
場
や
車
庫

に
は
�
日
本
で
研
修
を
受
け
た
若

フィリピンでは日本の
中古車両が数多く
走っていた

大量のつぼに占拠されたミャンマーの国鉄。人も
貨物もない

2012年のジャカルタ。利用者が線路に座り込む

　一
方
�
市
内
中
心
部
の
交
通
渋
滞
解
消

の
切
り
札
と
し
て
今
年
１
月
10
日
に
開
通

し
た
の
が
�
路
面
電
車
で
あ
る
�
電
車
は
�

広
島
電
鉄
で
昨
年
ま
で
走
�
て
い
た
旧
式

の
車
両
を
３
編
成
購
入
�
お
よ
そ
半
年
に

わ
た
�
て
�
広
島
か
ら
招
い
た
技
術
担
当

者
の
指
導
の
下
�
現
地
で
整
備
�
試
運
転

が
続
け
ら
れ
た
�

　無
事
�
ミ
�
ン
マ
�
の
地
で
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
路
面
電
車
だ
が
�
運
行
は
１

日
わ
ず
か
に
３
往
復
と
�
ま
だ
ま
だ
お
ぼ

つ
か
な
い
�
だ
が
�
乗
り
換
え
に
便
利
な

よ
う
に
�
環
状
線
の
駅
ま
で
乗
り
入
れ
を

行
う
計
画
も
あ
り
�
や
が
て
は
ヤ
ン
ゴ
ン

の
暮
ら
し
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機

関
と
な
る
の
だ
ろ
う
�
そ
し
て
�
電
気
技

術
を
学
ん
だ
国
鉄
技
術
者
が
育
て
ば
�
将

来
は
環
状
線
の
電
化
計
画
も
進
め
ら
れ
る

に
違
い
な
い
�

　鉄
道
が
近
代
化
を
遂
げ
�
首
都
圏
の
重

要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
育
つ
日
を
見

届
け
る
ま
で
�
こ
れ
か
ら
ミ
�
ン
マ
�
通

い
が
続
き
そ
う
だ
�

フィリピンの線路を我が物顔で移動するスケーター

者
も
働
い
て
お
り
�
日
本
語
通
訳
と
し
て

も
活
躍
す
る
�
鉄
道
を
通
じ
た
人
と
人
と

の
交
流
が
�
両
国
の
絆
を
一
層
深
め
て
い

る
の
が
う
れ
し
い
�

　民
主
化
の
実
現
ま
で
訪
問
を
た
め
ら
�

て
い
た
ミ
�
ン
マ
�
に
は
�
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
�
チ
�
女
史
の
率
い
る
政
党
Ｎ
Ｌ
Ｄ
が

勝
利
を
収
め
た
ば
か
り
の
昨
年
暮
れ
に
�

初
め
て
訪
問
し
た
�
人
々
の
顔
は
明
る
く
�

街
中
も
至
る
所
で
新
た
な
街
の
建
設
を
進

め
る
槌
音
が
響
い
て
い
た
�

　中
央
駅
に
到
着
後
�
早
速
�
近
郊
を
約

３
時
間
で
一
周
す
る
環
状
線
に
乗
�
て
み

た
�
１
時
間
に
数
本
し
か
来
な
い
列
車
の

ス
ピ
�
ド
は
�
時
速
20
キ
ロ
ほ
ど
�
扉
が

開
け
�
放
し
の
小
さ
な
客
車
は
�
つ
ぼ
を

抱
え
た
人
々
も
乗
り
込
み
�
飛
び
乗
り
飛

び
降
り
も
自
由
�
の
ん
び
り
と
流
れ
る
車

窓
風
景
は
�
百
年
前
と
さ
し
て
変
わ
ら
な

い
の
だ
ろ
う
�

　し
か
し
�
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
で
は
首

都
の
交
通
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
た

め
�
ミ
�
ン
マ
�
国
鉄
は
10
年
ほ
ど
前
か

ら
鉄
道
の
近
代
化
を
進
め
て
い
る
�
車
両

は
�
も
ち
ろ
ん
日
本
の
中
古
車
両
で
あ
る
�

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
�Ｊ
Ｒ

や
ロ
�
カ
ル
鉄
道
で
不
要
と
な
�
た
気
動

車
を
導
入
�
自
動
扉
や
冷
房
を
完
備
し
た

車
両
と
し
て
好
評
だ
�Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ

Ｒ
東
海
で
廃
車
に
な
�
た
気
動
車
が
仲
良

く
駅
に
並
ぶ
姿
も
見
ら
れ
�
不
思
議
な
光

景
に
ち
�
�
と
戸
惑
�
て
し
ま
う
�

28

つ
ち
お
と

な
り
わ
い
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原 圭一
HARA Keiichi

外務省　国際協力局
国別開発協力第一課長

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　人口増加が著しい途上国では、人々が車を使う
ようになると、渋滞の発生や、排気ガスによる環境
汚染が避けられません。公共交通機関の普及は、
経済活性化に役立つと同時に、環境汚染を防ぐ効
果もあるのです。
　とはいえ、東南アジア一つを取ってみても、国に
よって必要な鉄道の種類や支援は違ってきます。例
えば、ミャンマーでは、在来線の保守や劣化した車
両の更新、国内の主要都市を結ぶ国鉄の整備など

開発途上国で鉄道の整備が必要なのはなぜ？

　英国都市間高速鉄道計画（IEP：Intercity 
Express Programme）は、ロンドンを基点に、
エジンバラなどの北部都市とを結ぶECML
（East Coast Main Line）と、カーディフなどの
西部都市とを結ぶGWML（Great Western 
Main Line）の２つの幹線鉄道において、老朽
化した車両を置き換えるプロジェクトです。
　英国運輸省の主導で進められているこのプ
ロジェクトは、受注者が車両の製作・保守に加
えて、自ら資金を調達して長期のリースを行うと
いう官民連携（PPP）方式で入札が行われ、日
本の日立製作所が受注しました。
　受注に至るまでには、在英国大使館をはじ
めとする日本政府、さらには、JBIC、NEXIなど

A1.

日本はどんな鉄道整備を進　　  めているの？

Q1.

が求められていますが、タイでは、バンコクをはじ
め、人口が増えて渋滞に悩まされている都市部に
おいて、地下鉄などの公共交通機関を整備するこ
とが、課題となっています。
　安倍晋三内閣総理大臣は昨年５月、「質の高い
インフラパートナーシップ」として、アジアで質と量
を兼ね備えたインフラ投資を推進する方針を示し
ました。各国の事情にあった鉄道支援は、その考え
方を反映するものです。

道全般の近代化を目指した包括的な協力覚書を
締結していて、ASEANでもトップクラスの発展度を
誇るタイの実情にあった幅広い協力が進んでいま
す。中でも首都バンコクの地下鉄は、1996年のブ
ルーラインを皮切りに、今年８月に運転開始予定
のパープルラインや、現在工事中のレッドラインな
ど、路線の整備工事から車両提供、運行システムに
至るまで、日本の強みを生かした官民挙げての支
援が進んでいます。

1
鉄道の整備によっ

て、経済活性化と
同時に

環境汚染を防ぐ
効果も期待されて

いる

2
日本は、その国の

実情に合った

鉄道の整備を支
援している

3
今後、日本はハー

ド面とソフト面が

一体となった「鉄
道システム」を海

外に

提供していく

Q2.

　鉄道支援はその国の実情に合わせて必要なもの
が変わります。新幹線など高速鉄道の建設は分かり
やすい支援の例ですが、全ての国が今すぐ新幹線を
必要としているとは限りません。日本はこれからも、
在来線、都市鉄道、高速鉄道など、それぞれの国が
必要としているものを提供していきます。
　また、例えば新幹線を導入するときにも、車両や

これからはどんな支援をしていくの？

線路だけでなく、運行管理の方法や整備などがセッ
トになって、初めて日本国内と同じような「時間に正
確な列車」になるのです。ハード面だけでなく、人材
育成などのソフト面までセットになった「システム」
を海外に送り出していくことで、「安全性」「安定性」
「定時性」に優れた列車によるアジア各国の連結性
強化に貢献できるでしょう。

A3.

Q3.

ヤンゴン～バゴー間の20キロにわたり保線作業を実施。
研修には、この区間以外の担当者も集まり、総勢約600
人が保線技術を学んだ（提供：JICA）

イギリスで進む高速鉄道計画

置き換え予定の車両
（提供：日立レールヨーロッパ）

Me�age from United Kingdom

1992年、外務省入省。在フランス大使館やアジア大洋州局
地域政策課、会計課などを経て、2012年よりアフガニスタ
ン支援室長としてアフガニスタンの復興支援に関わる。翌
13年から欧州局政策課長を務め、15年６月より現職。

A2. 　ミャンマーでは、管理が行き届かず、電化されていない国鉄の線路や、踏み切りなどの安全施設の整備、
古い車両の入れ替えなどを行っています。線路整備技

術の提供により、以前は
時速20キロ程度で走っ
ていた電車が時速60キ
ロまで出せるようにな
りました。
　一方、タイと日本は鉄

英国都市間高速鉄道計画
（IEP）路線図　
（提供：日立レールヨーロッパ）

テーマ

日本の鉄道支援
～ＡＳＥＡＮ編

保線後保線前

タイのレムチャバン港で、パープルラインの最初の車両到着を
祝うセレモニー （提供：タイ高速度交通公社）

の全面的な支援がありました。その結果、20
12年７月に英国運輸省との間で第一次の正
式契約（GWML用369両）が、2014年９月に
は第二次の正式契約（ECML用497両）が結
ばれました。契約額は57億ポンド（日本円で約
9,700億円）で、契約には計866両（122編
成）の車両の製造に加え、27年半にわたる保
守事業が含まれています。
　また、日立製作所は、昨年９月、イギリスやヨ
ーロッパでの鉄道車両生産の拠点として、イン
グランド北東部のダーラム州ニュートン・エイク
リフに鉄道車両製造工場を開設しています。
開設式には、英国政府からキャメロン首相、オ
ズボーン財務大臣、マクロフリン運輸大臣など

のそうそうたるメンバーが出席しました。
　この工場は700人以上の直接雇用の創出
につながると、地元からも期待が寄せられてい
ます。ここで作られたIEPの車両は、来年度以
降、順次、二つの路線に投入されていく見込み
です。
（在英国日本国大使館　国際交通参事官　

堀内 丈太郎）
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南インド・タミルナドゥ州のニルギリ山岳鉄道。標高2,200
メートルの避暑地を目指す列車は、国内外からの旅行者
で大いに賑わっていた。ユネスコの世界遺産「インドの
山岳鉄道群」にも登録されている（2009年）

現在は、一部が改修中のカンボジア鉄道。激しく混雑するが、車内の雰囲気は和やかで、まるで見知らぬ親戚の集まりに足を踏み入れたような感覚だった（2000年）

巡
り
合
わ
せ
の
旅

｜ 

ア
ジ
ア
の
列
車
に
揺
ら
れ
て

写真・文＝米屋こうじ（写真家）

地球ギャラリー vol.90

地球ギャラリー vol.90

地球ギャラリー vol.90

米
屋 

こ
う
じ（
よ
ね
や 

こ
う
じ
）

1
9
6
8
年
山
形
県
生
ま
れ
。
鉄
道
と
人
の
結
び
付
き
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
と
世
界
25
カ
国
の
鉄
道
を
撮
影
。
著
書
に
写
真
集

『I LO
VE TRA

IN
 

|
ア
ジ
ア
・
レ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
|
』（
こ
ろ
か

ら
）、『
ニ
ッ
ポ
ン
鉄
道
遺
産
』（
交
通
新
聞
社
：
共
著
）
な
ど

　「
旅
客
や
物
資
を
、
あ
る
程
度
の
速

度
で
大
量
に
輸
送
で
き
る
」。
こ
れ
が

鉄
道
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
。
施
設
の

整
備
次
第
で
は
、
高
い
定
時
性
を
確
保

す
る
事
も
可
能
だ
。
欧
州
や
日
本
で
発

展
し
て
き
た
高
速
鉄
道
が
、
こ
れ
か
ら

開
発
途
上
の
国
々
に
導
入
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
事
例
は
、
鉄
道
の
将
来
性
や

有
用
性
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
鉄
道
施
設
の
整
備
が
進
め
ば
、
や
が

て
利
便
性
や
快
適
さ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

面
が
洗
練
さ
れ
て
く
る
。
日
本
の
都
市

部
で
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
り
切
符
す

ら
買
う
手
間
も
な
く
、
頻
繁
に
や
っ
て

来
る
列
車
に
乗
車
で
き
、
エ
ア
コ
ン
の

効
い
た
静
か
な
車
内
で
、
快
適
に
移
動

す
る
こ
と
が
日
常
的
に
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
ジ
ア
の
国
々
に
目
を

向
け
る
と
、
一
部
の
都
市
を
除
け
ば
鉄

道
の
整
備
は
遅
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
国
で
は
道
路
整
備
が
進
む

中
で
も
、
鉄
道
が
中
、
長
距
離
輸
送
の

要
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
エ
ア

コ
ン
が
な
く
、
よ
く
揺
れ
る
列
車
は
時

に
激
し
く
混
雑
し
、
ま
た
大
幅
な
遅
延

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

決
し
て
快
適
と
は
言
え
な
い
よ
う
な

〝
人
い
き
れ
〞
の
す
る
ア
ジ
ア
の
鉄
道

に
こ
そ
魅
力
を
感
じ
て
き
た
。

　
ア
ジ
ア
の
鉄
道
に
乗
っ
て
旅
を
す
る

と
、
鉄
道
と
人
々
の
生
活
の
近
さ
に
加

え
、
他
人
同
士
の
人
間
関
係
の
近
さ
を

感
じ
る
。
特
急
、
急
行
な
ど
の
優
等
列

車
よ
り
も
、
地
元
の
人
が
利
用
す
る
ロ

ー
カ
ル
列
車
の
方
が
、
そ
の
距
離
が
よ

り
接
近
し
て
く
る
。
ロ
ー
カ
ル
列
車
に

乗
っ
て
は
人
々
を
観
察
し
、
あ
る
い
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
暮
ら
し
ぶ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
、私
の
旅
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
旅
の
中
で
、
相
席
に
な
っ

た
人
々
か
ら
〝
お
裾
分
け
〞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
時
々
あ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
大
き
な
葉
の

包
み
を
持
っ
た
姉
妹
が
途
中
駅
か
ら

乗
り
込
み
、
向
か
い
の
席
に
座
っ
た
。

包
み
を
解
く
と
、
小
枝
に
付
い
た
ま

ま
の
ラ
イ
チ
の
実
が
入
っ
て
い
た
。

彼
女
た
ち
は
、
ひ
と
し
き
り
周
囲
の

人
々
に
ラ
イ
チ
を
勧
め
た
後
で
、
や

っ
と
自
分
も
食
べ
始
め
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
女
性
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
見
る
よ

う
だ
っ
た
。

　
南
イ
ン
ド
で
は
、
二
家
族
が
乗
り

合
わ
せ
た
二
等
車
に
相
席
に
な
り
、

昼
食
時
に
食
事
を
勧
め
ら
れ
た
。
何

段
に
も
重
ね
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
食
缶
か
ら
紙
皿
に
盛
ら
れ
て
手
渡

さ
れ
た
の
は
、イ
ン
ド
の
米
料
理
「
ビ

リ
ヤ
ニ
」
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
式
に
手

づ
か
み
で
頬
張
る
と
、
ス
パ
イ
ス
の

香
り
、
旨
み
の
染
み
込
ん
だ
米
の
味

わ
い
が
絶
妙
で
、
そ
の
味
は
今
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
帰
省
す
る
二
人
組

の
大
学
生
か
ら
歓
待
を
受
け
た
。
開

け
放
っ
た
窓
か
ら
吹
き
込
む
風
を
頬

に
受
け
、
手
渡
さ
れ
た
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。「
ヨ
ォ
」
と
い
う
の
が
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
「
乾
杯
」
だ
と
教
え
て
も
ら

っ
た
。

　
不
意
に
も
ら
っ
た 〝
お
裾
分
け
〞

の
味
や
、
私
に
向
け
て
く
れ
た
笑
顔

の
記
憶
と
と
も
に
、「
異
国
か
ら
の

旅
人
に
接
し
て
く
れ
た
人
々
の
心
情

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
こ

そ
得
が
た
い
も
の
だ
と
思
う
。
利
便

性
と
い
う
観
点
か
ら
角
度
を
変
え
、

旅
情
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
ア
ジ
ア

の
鉄
道
に
感
じ
る
魅
力
は
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
近
い
将
来
、
ア
ジ
ア
各
国
の
列
車

が
ス
ム
ー
ズ
に
レ
ー
ル
の
上
を
走

り
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
車
内
で
快

適
な
旅
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
人
と
人
の
近
い
距
離
感
や
心
情

の
交
流
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
。

ミャンマーの列車で相席になった
姉妹は、大きな葉に包まれたライ
チを持ち込んできた。一粒お裾分
けをいただいた（2001年）

バングラデシュの長距離列車。
窓辺から手を振る人々の笑顔
（2013年）

1950年に日本からタイへ輸出された
蒸気機関車が健在。国王の誕生日に
特別列車を引いた。機関車の運転席
には花々を編んだ装飾が提げられてい
た（2015年）

ニルギリ山岳鉄道のスタッフ。険しい地形に敷かれているため、
線路のメンテナンスにいとまがない様子（2009年）

ミャンマーの鉄道で、バラの香りに振り向け
ば、大きな花束を頭上に載せた女性が下車
するところだった。市場へ売りに行くのだとか
（2001年）

a

どこの国でも、出会う子ども
たちは愛らしい。タイ、チェ
ンマイからバンコクへ向か
う列車内にて（2015年）

タイ北部、チェンマイにも近いクンターン駅はタイで最も
標高が高い。駅スタッフの手入れが行き届いており、気
持ちが良い（2015年）

モンゴルの首都ウランバートルからロシア国境のスフバトールへ向かう普通列車。
鮮やかな民族衣装の老婦人と相席になった（2014年）

イスラム教の大集会「ビッショ・イステマ」の会場へ向かうバングラデシュの人々。屋根上まで溢れた人々の表情は明るく、特別な礼拝へ参加する高揚感が伝わってくる（2013年）



南インド・タミルナドゥ州のニルギリ山岳鉄道。標高2,200
メートルの避暑地を目指す列車は、国内外からの旅行者
で大いに賑わっていた。ユネスコの世界遺産「インドの
山岳鉄道群」にも登録されている（2009年）

現在は、一部が改修中のカンボジア鉄道。激しく混雑するが、車内の雰囲気は和やかで、まるで見知らぬ親戚の集まりに足を踏み入れたような感覚だった（2000年）
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れ
。
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道
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の
結
び
付
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を
テ
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マ
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、
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界
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国
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鉄
道
を
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。
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。
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の
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は
、
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保
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も
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。
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本
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道
が
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こ
れ
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ら
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上
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に
導
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れ
よ
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と
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か
。

　
鉄
道
施
設
の
整
備
が
進
め
ば
、
や
が

て
利
便
性
や
快
適
さ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

面
が
洗
練
さ
れ
て
く
る
。
日
本
の
都
市

部
で
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
り
切
符
す

ら
買
う
手
間
も
な
く
、
頻
繁
に
や
っ
て

来
る
列
車
に
乗
車
で
き
、
エ
ア
コ
ン
の

効
い
た
静
か
な
車
内
で
、
快
適
に
移
動

す
る
こ
と
が
日
常
的
に
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
ジ
ア
の
国
々
に
目
を

向
け
る
と
、
一
部
の
都
市
を
除
け
ば
鉄

道
の
整
備
は
遅
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
国
で
は
道
路
整
備
が
進
む

中
で
も
、
鉄
道
が
中
、
長
距
離
輸
送
の

要
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
エ
ア

コ
ン
が
な
く
、
よ
く
揺
れ
る
列
車
は
時

に
激
し
く
混
雑
し
、
ま
た
大
幅
な
遅
延

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

決
し
て
快
適
と
は
言
え
な
い
よ
う
な

〝
人
い
き
れ
〞
の
す
る
ア
ジ
ア
の
鉄
道

に
こ
そ
魅
力
を
感
じ
て
き
た
。

　
ア
ジ
ア
の
鉄
道
に
乗
っ
て
旅
を
す
る

と
、
鉄
道
と
人
々
の
生
活
の
近
さ
に
加

え
、
他
人
同
士
の
人
間
関
係
の
近
さ
を

感
じ
る
。
特
急
、
急
行
な
ど
の
優
等
列

車
よ
り
も
、
地
元
の
人
が
利
用
す
る
ロ

ー
カ
ル
列
車
の
方
が
、
そ
の
距
離
が
よ

り
接
近
し
て
く
る
。
ロ
ー
カ
ル
列
車
に

乗
っ
て
は
人
々
を
観
察
し
、
あ
る
い
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
暮
ら
し
ぶ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
、私
の
旅
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
旅
の
中
で
、
相
席
に
な
っ

た
人
々
か
ら
〝
お
裾
分
け
〞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
時
々
あ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
大
き
な
葉
の

包
み
を
持
っ
た
姉
妹
が
途
中
駅
か
ら

乗
り
込
み
、
向
か
い
の
席
に
座
っ
た
。

包
み
を
解
く
と
、
小
枝
に
付
い
た
ま

ま
の
ラ
イ
チ
の
実
が
入
っ
て
い
た
。

彼
女
た
ち
は
、
ひ
と
し
き
り
周
囲
の

人
々
に
ラ
イ
チ
を
勧
め
た
後
で
、
や

っ
と
自
分
も
食
べ
始
め
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
女
性
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
見
る
よ

う
だ
っ
た
。

　
南
イ
ン
ド
で
は
、
二
家
族
が
乗
り

合
わ
せ
た
二
等
車
に
相
席
に
な
り
、

昼
食
時
に
食
事
を
勧
め
ら
れ
た
。
何

段
に
も
重
ね
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
食
缶
か
ら
紙
皿
に
盛
ら
れ
て
手
渡

さ
れ
た
の
は
、イ
ン
ド
の
米
料
理
「
ビ

リ
ヤ
ニ
」
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
式
に
手

づ
か
み
で
頬
張
る
と
、
ス
パ
イ
ス
の

香
り
、
旨
み
の
染
み
込
ん
だ
米
の
味

わ
い
が
絶
妙
で
、
そ
の
味
は
今
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
帰
省
す
る
二
人
組

の
大
学
生
か
ら
歓
待
を
受
け
た
。
開

け
放
っ
た
窓
か
ら
吹
き
込
む
風
を
頬

に
受
け
、
手
渡
さ
れ
た
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。「
ヨ
ォ
」
と
い
う
の
が
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
「
乾
杯
」
だ
と
教
え
て
も
ら

っ
た
。

　
不
意
に
も
ら
っ
た 〝
お
裾
分
け
〞

の
味
や
、
私
に
向
け
て
く
れ
た
笑
顔

の
記
憶
と
と
も
に
、「
異
国
か
ら
の

旅
人
に
接
し
て
く
れ
た
人
々
の
心
情

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
こ

そ
得
が
た
い
も
の
だ
と
思
う
。
利
便

性
と
い
う
観
点
か
ら
角
度
を
変
え
、

旅
情
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
ア
ジ
ア

の
鉄
道
に
感
じ
る
魅
力
は
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
近
い
将
来
、
ア
ジ
ア
各
国
の
列
車

が
ス
ム
ー
ズ
に
レ
ー
ル
の
上
を
走

り
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
車
内
で
快

適
な
旅
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
人
と
人
の
近
い
距
離
感
や
心
情

の
交
流
が
失
わ
れ
な
け
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
。

ミャンマーの列車で相席になった
姉妹は、大きな葉に包まれたライ
チを持ち込んできた。一粒お裾分
けをいただいた（2001年）

バングラデシュの長距離列車。
窓辺から手を振る人々の笑顔
（2013年）

1950年に日本からタイへ輸出された
蒸気機関車が健在。国王の誕生日に
特別列車を引いた。機関車の運転席
には花々を編んだ装飾が提げられてい
た（2015年）

ニルギリ山岳鉄道のスタッフ。険しい地形に敷かれているため、
線路のメンテナンスにいとまがない様子（2009年）

ミャンマーの鉄道で、バラの香りに振り向け
ば、大きな花束を頭上に載せた女性が下車
するところだった。市場へ売りに行くのだとか
（2001年）

a

どこの国でも、出会う子ども
たちは愛らしい。タイ、チェ
ンマイからバンコクへ向か
う列車内にて（2015年）

タイ北部、チェンマイにも近いクンターン駅はタイで最も
標高が高い。駅スタッフの手入れが行き届いており、気
持ちが良い（2015年）

モンゴルの首都ウランバートルからロシア国境のスフバトールへ向かう普通列車。
鮮やかな民族衣装の老婦人と相席になった（2014年）

イスラム教の大集会「ビッショ・イステマ」の会場へ向かうバングラデシュの人々。屋根上まで溢れた人々の表情は明るく、特別な礼拝へ参加する高揚感が伝わってくる（2013年）



アジアの駅弁を
見に行こう！

地球ギャラリー

タイ

　バンコクから西へ約80キロ、列車で1時間
半の場所にあるノンプラドック駅は、タイの南
部へ向かう本線と支線の分岐駅だ。今では、
木造駅舎がポツンと建つ、田園地帯に囲まれ
た静かな駅だが、戦時中はタイとビルマ（現ミ
ャンマー）を結ぶ泰緬鉄道の起点として賑わ
った。駅構内には、日英タイ語でこの泰緬鉄
道を記念した碑文も立つ。
　急行列車は素通りするが、日に数本、泰緬
鉄道に沿って、映画の舞台ともなった「戦場
にかける橋」へと向かう、観光客を乗せた鈍
行列車がやってくる。昼時には、バナナの皮
を器にした、さまざまな種類のタイ料理を手
に、駅弁屋が車内に登場。小腹を空かせた
乗客たちが笑顔で迎える。ガパオ（バジル）炒
めライス、タイカレー、くるみ餅。
　一包みわずか10バーツ（約30円）ほどの駅
弁を手に、ランチタイムが始まる。

　台東から、鉄道で北へ約40分の池上駅。
列車が到着すると、ホームに「ビエンターン
（便當）」の掛け声が響く。便當とは、お弁当
のこと。日本統治時代に伝わった駅弁の文化
が、今も台湾東部の小さな駅に残っている。
薄味のおかずは、肉や炒めたキャベツ、煮卵、
たくあんなどの約10種類。白飯は地元で収穫
された池上米。台湾のコシヒカリと呼ばれる、
味わい豊かな銘米だ。
　駅売りの弁当屋がいない時間帯は、途中
下車して駅前通りを東に向い、直売所の「池
上飯包博物館」へ。庭に置かれた昔の汽車
に腰掛けて、旅のムードに浸りながら駅弁や
名産の味を堪能できる。駅弁は一つ70元（約
250円）と、お手ごろだ。

台湾

かわいい乗客も

普段は、一皿に
ご飯と好きなおかずをよそって
食べる「カーオゲーン」。駅弁で
は、電車の中でも食べやすい
ように丼ぶりスタイルだ

台湾の駅弁は濃い
味付けのものが多いが、ここでは
モチモチのお米のおいしさを引き出す
薄味だ。短い停車時間でも、手な
れた売り子さんたちが速やかに
販売してくれる

たいめん

タイドン チーシャン
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新 着 情 報

B  OOK

会期：３月20日（日）10時～16時
場所：日比谷公園 小音楽堂・噴水前広場
問：HAPPY DAY PROJECT事務局
E-mail：press@happyday-project.org
URL：www.happyday-project.org/

［第１話］2011年／スウェーデン／1時間27分
［第２話］2009年／スウェーデン／1時間27分
監督：フレドリック・ゲルテン
公開：２月27日よりユーロスペース（渋谷区）ほか全国順次公開
URL：www.kiroku-bito.com/2bananas/
配給：きろくびと

『HAPPY DAY TOKYO 2016』
３月20日は、国連が定める国際幸福デー。幸福について考え、感謝
する日として、この日を日本でも広めたいという思いから2013年に始
まったイベントが、「HAPPY DAY TOKYO」だ。会場では、途上国支援
や、被災地の復興支援、地域活性化などに取り組んでいる企業や団
体が、それぞれの活動を紹
介するブースを出展。また、
世界各地の料理が楽しめる
キッチンカーや、コンサート、
トークショーなど多彩なプロ
グラムを通じて、来場者に楽
しさや喜びを感じてもらうイ
ベントとなっている。

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『WHAT IS SAPEUR ?
貧しくも世界一エレガントなコンゴの男たち』
国民の半数が一日１ドル以下で生活するというコンゴ共和国で、
1,000ドルもする高級ブランドのスーツを着こなして町を闊歩す
る男たち、サプール。数字だけだと途方もないぜいたくと浪費に
見える彼らの生き方は、服よりもそれを着る人間としての魅力と
品格を追求するものだった。「平和でなければ、サプールは存在
できない」。暴力を否定し、優雅な身なりと気取ったステップで
人 を々魅了する紳士たちの生き方が、写真とインタビューを交え
ながらまとめられている。内戦に苦しんだ人々が持つ希望の光に
触れることができる一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

NHK「地球イチバン」制作班
ディレクター 影嶋裕一 著
祥伝社
1,728円（税込）

『マヤ文明を知る事典』
アジア大陸からアメリカ大陸へと進出したモンゴロイドの末えい
によって、紀元前1,000年ごろから16世紀にかけて中米に繁
栄したマヤ文明。洗練された「石器の都市文明」が栄え、文字
や暦、算術、天文学なども発達した。本書では、ホンジュラスの
世界遺産であるコパン遺跡をはじめ、著者が自ら手掛けた各地
の遺跡調査の成果を紹介。古代から現代まで続くマヤ文化を、
「神秘の文明」ではなく「歴史の実像」として生き生きと描き出し
ていて、多文化社会の理解のためにも最適な解説書だ。

青山和夫 著
東京堂出版
3,024円（税込）

『バナナの逆襲』
舞台となるのは、中米ニカラグアのバナナ農園。農薬による健康被
害を訴える12人の労働者たちが、農園を経営するアメリカ企業を相
手に訴訟を起こした。強大な企業の力を前に勝ち目はないと思われた
が、裁判を請け負った弁護士が画期的な闘いを挑む――。本作は、
ジャーナリストとしても活動するスウェーデン出身の監督が、多国籍化
する食料生産システムの闇に迫った法廷ドキュメンタリー。ロサンゼ
ルス映画祭の前に、上映中止を求める企業が監督を訴えたその後の
騒動の記録も含めた２話構成となっている。

○c WG FILM

かっ  ぽ
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「
乗
り
鉄
」「
撮
り
鉄
」「
飲
み
鉄
」
な
ど
、
一
口
に
鉄
道
好
き
と

言
っ
て
も
好
み
や
こ
だ
わ
り
は
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、「
鉄
子
」
や
「
マ

マ
鉄
」
な
ど
、
鉄
道
を
愛
す
る
人
々
の
輪
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

い
て
、
一
説
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
2
0
0
万
人
の
鉄
道
フ
ァ
ン

が
い
る
と
い
う
。
公
共
の
乗
り
物
と
し
て
は
、
飛
行
機
や
バ
ス
と

比
較
し
て
も
、
フ
ァ
ン
の
数
は
、
ず
ば
抜
け
て
多
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
戦
略
の
中
心
も
鉄
道
だ
。
昨
年
、
イ
ン

ド
が
日
本
の
高
速
鉄
道
シ
ス
テ
ム
を
採
択
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
大
き

く
報
道
さ
れ
た
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
含
め
た
官
民
挙
げ
て
の
売

り
込
み
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
鉄
道
が
重
要
な
輸
出
産
業
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
熱
烈
な
鉄
道
フ
ァ
ン
の
存
在
も

大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
日
本
の
鉄
道
が
海
外
で
走
っ
て

い
る
姿
を
見
た
い
し
、
見
せ
た
い
」
と
い
う
私
た
ち
の
夢
が
政
策

を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

日
本
の
鉄
道
の
売
り
は
、「
安
全
」「
安
心
」「
正
確
」「
快
適
」
だ
。

機
材
の
整
備
や
建
設
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
保
守
点

検
や
運
営
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が
一
体
と
な
り
事
業
を
支
え
て
い
る
。

鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）
た
ち
の
熟
練
し
た
技
術
と
情
熱
こ
そ
が
、

日
本
の
最
大
の
武
器
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

最
近
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
初
め
て
路
面
電
車
の
運
行
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
車
両
は
、
昭
和
30
年
代
に
製
造
さ
れ
た
広
島
電
鉄
の
中
古
車

だ
。レ
ト
ロ
な
車
両
が
、海
を
越
え
て
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
を
走
る
姿
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
鉄
道
技
術
者
に
よ
る

長
年
の
指
導
と
、
両
者
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
と

い
う
裏
話
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

日
本
の
ぽ
っ
ぽ
や
と
世
界
の
ぽ
っ
ぽ
や
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

こ
れ
ほ
ど
強
固
で
寿
命
の
長
い
イ
ン
フ
ラ
は
な
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広
報
室
長　

田
中 

雅
彦

① チュニジア産オリーブオイル
② 書籍『WHAT IS SAPEUR ?　
　 貧しくも世界一エレガントなコンゴの男たち』 （p37参照）

③ 書籍『マヤ文明を知る事典』 （p37参照）

3
1

2

イ
ン
フ
ラ
の
中
の
イ
ン
フ
ラ

次号予告（2016年4月1日発行予定）

地域の力
世界トップシェアを誇る技術を持った町工場や、海外の研修員から
注目を集める独自の伝統や文化。都市部だけでなく、身近な地域の
力が、実は意外な形で世界の課題解決につながっています。そんな
日本各地に眠る“世界一”の力を紹介します。

特 

集 鉄
道
物
語

日
本
と
世
界
の
鉄
道
員

ぽ　

  

っ  　

ぽ  　

や
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搾りたての新鮮な風味をお届け！

©Yuki Asada
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　赤土の大地に根を張るオリーブの樹。
北アフリカの国チュニジアを旅している
と、そこかしこでオリーブ畑を目にする。
　チュニジアでは、毎日の食事にオリー
ブオイルが欠かせない。オリーブオイルの
輸出量は、昨年世界一となり、国の経済
を支えている。しかし、昔ながらの製法で
作り、ノーブランドのまま出荷しているた
め、その知名度は驚くほど低い。
 そんな中、近年の研究で、チュニジア産
オリーブには、老化防止に有効なポリフ
ェノールが、他国産よりも多く含まれてい
ることが分かってきた。
 「良質なオリーブオイルをより多くの人に
知ってもらいたい」。風光明媚な首都チュ
ニス近郊で、セシリア・ミュリエルさんがオ
イルの生産を始めたのは2007年のこと。

摘み立てのフレッシュさを損なわないた
めに、最新式の搾油機を設置し、すぐに
瓶詰めができるように工夫した。
　翌年、初めて瓶詰めされたオイルを母
国ドイツで紹介したところ、品質の良さが
評価され、レストランや専門店から次 と々
注文が入るように。2013年には、国際コン
テストで金賞を受賞した。
　今は、地元の生産者と定期的に会合を
開き、さらなる質の向上を目指して地道な
努力を重ねている。「ピリリとした辛味は
ポリフェノールを多く含む証。風味も豊か
でどんな料理も引き立たせるおいしさが
あります」とミュリエルさん。
　生産者の思いに支えられ、チュニジア
の大地の恵みが世界中に届けられるよう
になる日はもうすぐだ。

★チュニジア産オリーブオイルを5人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

太陽をたっぷり浴びて育ったオリーブの樹

★現在、日本国内での販売に向けて準備中

めい び

チュニジア
チュニス
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　私が一人旅に目覚めたのは、30歳に
なってからです。大学時代は周りに旅
行好きな友人が多く、安宿を利用して
東南アジアなどを巡っている姿を見て、
常々憧れていました。でも、私は大学に
入ってすぐにこの仕事を始めたので、そ
んな時間もなくて。たぶん、その反動も
あったと思います。30歳を迎えて少し自
由な時間が持てるようになり、初めてパ
リ一人旅を思い立ったのです。
　飛行機のチケットとホテルだけをお
さえて出発しましたが、フランス語は全
く分からないし、そもそも普段から一人
で電車に乗ることすら危うい私。もちろ
んトラブルにも見舞われました。けど、
ドラクエ世代の私にとっては、まさに
“リアルRPG（ロールプレーイングゲー
ム）”とも言うべき、ちょっとした冒険に
思えたのです。現地で出会った方のア
ドバイスを基に行ってみると、そこがす
ごく素敵な場所だったり。そんな感覚が
面白くて、旅の魅力にはまりました。
　最近旅した国は、民主化の流れの中
でこれから大きく変化すると言われてい

るミャンマー。今しか見られない風景を
見ておきたいと思いヤンゴンの街を訪
れましたが、本当に発展の夜明け前の
ような雰囲気に包まれていました。
　印象的だったのが現地の列車です。
鉄道はゆっくりと時間が過ぎていく感
覚が好きでよく利用しますが、ミャンマ
ーのローカル線は、観光客向けの車両
があることに驚きました。ですが私は、
駅員さんの勘違いで、現地の方が多く
利用する車両に案内されたのです。板
張りの床に、大きな籠を抱えて物を売る
人たち。列車の中とは思えない雰囲気
でしたが、味があって好きでした。さま
ざまな出会いがあり、移動時間も旅の
思い出の一つになるところが鉄道の良
さですよね。
　昨年、子どもが生まれ、今はなかな
か旅行もできなくなりましたが、子ども
が大きくなったらいろんな国に連れて
行ってあげたいです。きれいな街並みは
もちろん、雑多な感じの市場にも。日本
と全く違う生活や環境があることを知
ってもらいたいと思っています。

　旅先では楽しい反面、貧しい家庭の
子どもがお土産を売っていたり、孤児
院の支援を求められたり、開発途上国
の悲しい現実もたくさん目の当たりにし
ました。今、母親になって一層感じるの
は、どんな国であっても子どもたちが幸
せに暮らせるような世界であってほしい
ということです。
　もし、私のような旅行者が気軽にで
きる国際協力の形があれば、積極的に
関わっていきたいです。それから、いろ
んな団体が行っている募金も、そのお
金がどう使われているのかがちゃんと
分かるようになれば、寄付する人がもっ
と増えると思います。いつか子どもと一
緒に旅行できる日を夢見て。行ってみた
い国は、まだたくさんあります。

私の いざ、冒険と感動の旅へ

タレント   眞鍋 かをり

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1980年愛媛県出身。横浜国立大学卒業。大学在
学中からタレント活動を始める。バラエティーに加
え、ニュース番組のコメンテーターやMC、執筆などマ
ルチに活躍。趣味は一人旅で、これまで訪れた国は
20カ国以上。旅先でのエピソードなどをつづったエッ
セイ『世界をひとりで歩いてみた――女30にして旅に
目覚める』はベストセラーになり、第２弾も出版されて
いる。

MANABE Kawori
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